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重直墓所出土の慶長小判(表面)



巻頭図版 7

重直墓所出土の慶長小判(裏面)
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序 l=t 

今も往時の面影残す盛岡城下の街並は、三戸から移り住んだ南部氏によって築かれま

した。盛岡城の築城開始については、慶長 2年(1597)や慶長 3年(1598) など諸説

がある中で、現在では慶長3年説が広く支持されております。

今回、 400年の節目にあたる記念すべき年に「もりおか400年記念事業」のひとつと

して、建立後約 330年を経て歪みの著しい南部重直の墓所を解体・修復することとな

り、あわせて地下の埋葬施設の学術調査を実施いたしました。

盛岡藩の祖とされる信直、 2代利直から引き継いだ盛岡城の築城を完成させ、城下を

整備したのが重直で、その治世は藩の基盤を築き、藩政を確立したと評されています。

盛岡藩の歴代藩主の墓所は、北山の東禅寺とともに聖寿禅寺に所在しますが、重直は

寛文4年 (1664) に逝去し、盛岡に埋葬された最初の盛岡藩主でもあります。

本書で報告する内容は、平成8年度に実施した埋葬施設と 9年度に実施した参道など

周辺の調査内容を収録したものです。調査の結果、古文書などの記録に残されず、発掘

調査でなければ得られない数々の成果を得る事ができました。特に調査例の少ない大名

家の葬礼方法は注目されますが、盛岡替の当時の財政状況や習俗を解明する上で貴重な

成果と言えます。

最後になりましたが、調査を実施するにあたり、御先祖の御霊調査の趣旨に深い御理

解をいただき御協力をくださいました南部家当主南部利昭氏、旧盛岡藩土桑田の各位、

聖寿禅寺岡祖秦住持並びに調査指導委員の皆様に厚くお礼申し上げ、序といたします。

平成10年 3月

盛岡市教育委員会

教育長

佐々木初朗



例

1.本書は、盛岡市上田字北山地内に所在する聖寿禅寺南部重直墓所第 1・2次(平成8・9

年度)発掘調査報告書である。

2. 遺構の平面表示は、平面直角座標第X系を座標変換した調査座標で表示した。

・調査座標軸方向第X系に準ずる。

・調査座標原点 X-31300.000 Y+27400.000 

3. 高さは、標高値をそのまま使用した。

4. 土層図は、堆積のあり方を重視し、線号の太さによって堆積の違いをあらわした。土層注

記は、層理ごとに本文に記載し、個々の層位については特記事項のない眠り割愛した。な

お、層棺の観察にあたっては『新版標準土色11I占~ (1994)小山正忠・竹原秀雄編著 日本

色研事業(株)発行)を参考にした。

5. 遺構挿図中の番号は、遺物挿図番号を表したものである。

6. 遺物挿図中の番号は、遺物図版番号を表したものである。

7. 挿図第 3 図の番号は、埋葬順としており、表 1~4 の番号と一致している。

8. 本書では、南部家の歴代当主について初世・ 2世・ 3t!t・・・・とし、近世大名としての成立

した盛岡藩主の呼称、は、初代・ 2代・ 3代・・・・と表記して混同を避けた。

例:南部重直・・・・南部家28世、盛岡藩主3代

9. 南部藩から盛岡藩への呼称は、文化 14年(1817)に改めているが、本書では同じ南部姓の

八戸藩との混同を避けるため、藩庁所在地から盛岡藩として統一ーした。

10. 遺構記号及び遺構番号は、次のとおりとした。

1、主忌主 構 記号 遺 中高 記号 遺 ヰ蕎 記号

記 柵列跡・塀跡 S A 井 戸 E事 S E 竪穴住居跡 S 

建物跡・門跡 S B 土 三F巴ヨ 跡 S F 暗 渠 等 S J 

焼土遺構 S C 月リ 平 地 S G 土坑・墓坑 S K 

号 溝 跡 S D 参道・道路跡 S 日 そ の 他 S X 

11.遺構の挿図中、説明する当該遺構については実線、

で表した。

これ以外の遺構については二点鎖線

12. 遺構及び表土層からの出土遺物は、器種を優先してまとめた。

13. 本書の編集と執筆は、盛岡市教育委員会文化課文化財係似内啓邦・佐々木真史・八木光

員日・室野秀文・津嶋知弘・三浦陽一・神原雄一郎・黒須靖之・藤村茂克・藤岡光男・太

田代由美子が協議しておこなった。なお、 E章については個人的見解も含まれるので、

文末に文責名を記した。

14. 発掘調査によって出土した遺物は、南部利昭氏が所有し、諸記録は盛岡市教育委員会が

保管している。

15. 使用した地図は、建設省国土地理院発行の 5万分の 11盛岡」の地形図である。

16. 学会等で既に報告している遺構番号は、本書をもって訂正する。

17. 題字は、南部家当主南部利昭氏による。
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《遺物の表現》

1.遺物の実測図について

a. 挿図の陶磁器のうち、大警は 1/4スケールとし、このほかは 1/3スケ

ールとした。

b. 挿図の鉄製品は、 1/2スケールとした。

C. 挿図の木製品は蓋は 1/2、その他は 2/3スケールとした。

d 挿図の石製品と瓦は 1/3スケールとした。

e. 挿図のうち遺物の表現は上端と下端を実線や破線で表あらわし、陰影は

表現していない。

f.挿図のうち、遺物の配列は出土した層位を優先しているが、 SK 0 0 3 

墓坑から出土した遺物については、器種ごとにまとめた。



I 調査経過

1 .聖寿禅寺の位置

盛岡藩主南部家の菩提所は、盛岡市街地の北郊の上田字北山及び北山 2丁目地内に所在する 位 置

聖寿禅寺と東禅寺にある。北山地区は、北上川と中津川に開析された比高差70m前後の丘陵

地帯になっており、東西 3km、南北 7kmほどの丘陵頂部の標高は、 140~190mの起伏をも

っ地形となっている。また、丘陵の東側は、中津川と米内川沿いの標高 100m前後の小起伏

山地へと連続し、西側は、北上川沿いに岩手山に噴出起源を持つ火山灰砂台地となり、南側は

河川により形成された砂蝶(低位)段丘へと広がっている。

調査を実施した聖寿禅寺は、北上川と雫石川、さらに中津川との合流点北側の独立丘陵に築

かれた盛岡城跡のほぼ真北方向約 2kmの距離に位置する。

盛岡城は南部信直が斯波氏との抗争に勝利し、豊臣秀吉の奥州仕置を経て領土を岩手・志和

0盛岡五山、・主要寺院 (1:25，000) 

第 1園聖寿禅寺の位置
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地方まで拡大した事にともない、それまでの居城である三戸城から岩手郡仁王郷不来方の地に

移して藩主の居城とした。盛岡城の築城開始については文禄元年、文禄3、慶長2年、慶長3

年など諸説があり、一様ではないが、京に居た信直が娘八戸千代子に宛てた書状をもって、慶

長 3年とする説が有力である。盛岡城はその後、利直の大規模な改修を経て盛岡藩主として 3

代重直の治世に完成し、重直が最初に移り住んだ、藩主とされている。

重直は、盛岡城の築城と街並の整備を進める一方、三戸城下を中心とする領内から多くの寺

院を積極的に移転させて盛岡城下の北山・名須川地区と寺の下地区に配置し、聖寿寺の前身で

ある正寿寺(三光寺)を三戸小向村から移転させた。なお、聖寿禅寺の東側に隣接する束禅寺も

利直の治世に遠野附馬牛から移した寺院である。

聖寿禅寺 重直の墓所が所在する臨済宗聖寿禅寺は、三光両朝特賜国済国師の開山で、山号を大光山と

被葬者

号する。移転前は、青森県三戸郡南部町に所在し、中世南部氏累代の菩提寺と伝えられている

京都妙心寺を本山としている。本尊は釈迦如来である。寺伝によると、前身の正寿寺は建保年

間(1213~1219)に南部家 2 代実光が初代光行の菩提のため建立したと伝えられている。三戸

城下からの移転は文禄元年(1592)としており、盛岡へ移転した直後は城下上回通の高源寺

(現在の岩手大学本部付近)を仮寺とし、重直の治世に現在地に移転したと伝えている。藩政時

代には聖寿寺として文書に記録され、永福寺、報恩寺、東禅寺、教浄寺とともに盛岡五山のーっ

として寺領500石を有し、末寺は長松院、臨江庵、老梅院、明宜庵、寿昌庵など 17寺にのぼる。

なお、正寿寺から聖寿寺に改めたのは延宝 3年(1673)とされ、正式に聖寿禅寺としたのは

明治維新の廃仏製釈にともなって一時廃寺となり、その後復興した近代以降と考えられる。

2. 聖寿禅寺の被葬者と墓域の占地

聖寿禅寺には 3代重直をはじめとして4代重信、 5代行信、 7代利幹、 8代利視、 9代利雄、

11代利敬、 12代利用(先代)、 13代利済、 15代利剛の 9名の藩主のほか、側室と子息女が葬ら

れている。なお、利剛の墓は最後の藩主である 16代利恭の墓とともに東京都護国寺にも所在

する。このほか、聖寿禅寺には鎌倉で発見され、大正 11年10月に移設した南部家の開誼光行

ほか 9世祐政、 11世信長、 12世政行の五輪塔が所在する。東禅寺には元禄 11年(1698)に三

戸城下の正寿寺から改葬された 2代利直の墓をはじめ 6代信思、 10代利正、 12代利用(後代)、

14代利義などの 5名の藩主のほか側室と子息女の墓が所在し、市内の光台寺には、重直の母

(源秀院)が葬られている。

墓域の占地 聖寿禅寺の南部家墓所は、本堂の西側の丘陵尾根から東斜面にかけて位置し、本堂のある境

2 

内からは花園岩製の階段による参道が設けられている(第 2・3図)。この本堂が所在する標高

は157.6mで、重直墓所との比高差は21.7mをはかり、重直の墓域の標高 179.3mから比高差

9.3mをもっ標高 188.6mの光行などの墓域までの聞に棚段状に6つの平場を設けている。

なお、市内の中心地に所在する盛岡城本丸は 143.2mをはかる。現在の市街地は高層建物が

林立し、遠曲輪から通じる旧参道は盛岡バイパス(国道4号線)によって遮断されるなど当時と

は様相が一変しているが、現在でも墓所からの眺望は開けた場所となっている。墓域を概観す

ると(第 3 図A~I 区)、縁者の墓域となる B.E区と明治以降の日・ I 区を除けば最初の埋葬

は墓域中央を占地する藩主となっており、次いで側室や子息女が周囲に埋葬されている。以下

は、墓域拡大の変遷を辿りながら各区ごとに概略する(埋葬者の法号と没年は表 1~4 参照)。
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No. : 法 号 俗 名 没 年 西暦 i備 考

1 :麗樹院殿 光行 i初世(鎌倉から移築)

2:成就院 祐政 : 9世 " 
3:源性院殿 信長 :11世 " 
4:了智院殿 政行 : 12世 " 
5:掲舘即性院殿前城州大守峰宗玄大居士神儀 重直 寛文4年 9月12日 1664:十二日様、 28世

6 清庵妙忠信女 " 4年 9月13日 " !儀俄物左衛門知右娘

7 剣岩宗忠禅定門 塩川八右衛門 " 5年12月12日 1665:仲為、 56歳

8 電流閃光大童子 辰之助 " 6年11月 7日 1666 重信子

9 掩粧林光院殿梅窓昌深童女淑霊 吹子 " 7年 2月18日 1667 重信子

10 掩粧大智院殿心月妙卯大姉淑霊 " 11年10月14日 1671 行信母・重信正室

11 ー濯幻浮禅童子 寓之助 " 13年 3月11日 1673 重信子

12 隆高院殿光園庭照大姉 延宝7年11月18日 1679 重直側室

13 掩粧清浄院玉存宗秀大姉淑霊 伊久熊子 !貞享元年10月17日 1684行信正室

14 貞心院殿珊林恵呆大姉 i元禄3年 2月25日 1690 重直側室

15 浄生院殿嶺光妙珂大姉 " 5年12月 2日 1692 重信側室

16 泰雲院殻従五位下前布護霊獄宗光大居士 実信 " 13年12月29日 1700:三十九様、 25歳

17 大j原院殿四品前太官令雲山宗祥大居士 重信 ! " 15年 6月18日 1702 十八日様、 29世

18 徳雲院殿四品前信州太守王翁守珊大居士 行信 " 15年10月11日 " 十一日様、 30世

19 i天員智残禅童女 宝永 3年12月2日 1706 信恩女

20 長寿院殿瑞蓮祥珠大姉 七子 " 7年 5月18日 1710 重信女、 56歳

21 養岳慈雲大姉 正徳2年 4月 5日 1712 

22 苦手春院殿芳林誉大姉 " 6年 5月25日 1716 重信側室

23 慶照院殿鏡月浄大姉 享保5年 4月初日 1720 行信側室

24 瑞林院殿光室妙閃童女 累子 " 8年12月 2日 1723手IJ幹女、三女

25 指舘霊徳院殿前光禄少郷雄山宗英大居土神儀 利幹 " 10年 6月4日 1725 四日様、 32世

26 松貞院殿智鑑浄照尼首座 " 12年 5月16日 1727 重信側室

27 清照院殿旭栄雅秀禅居士 " 18年 8月28日 1733 利視子

28 心光院殿賓相妙理大姉 由利子 元文元年6月13日 1736 行信側室、利幹母

29 慈光院殿栄林妙寿尼大姉 " 3年12月4日 1738 利幹側室

30 空華院殿樺室陳栄禅童女 寛延4月閏6月26日 1751 利視女

31 謂舘天量院殿四品前大官令宣山宗明大居土神儀 利視 賓暦2年 3月28日 1752:二十八日様、 33世

32 不 明 彦五郎 " 3年 4月18日 1753

33 瑞泉院殿湛堂宗禅大居士 明和 5年 9月22日 1768 利視子

34 要津続殿紀参定玄大姉 綾子 " 8年 4月 5l::l:1771 利視側室、 53歳

35 園成i涜殿本源妙有大姉 伊与子 安永 2年 7月27B : 1773 利視側室、 60歳

36 霊源院殿常岳宗照大居士 二戸八助 " 4年 8月21日 1775

37 :貞林院殿松陰寿栄大姉 千代子 " 4年10月14日 1775 利幹側室、利雄母

38 :貞昌院殿節堂妙操大姉 " 8年 4月13日 1779 利謹側室

39 :麗栄院殿樺英如幻大童子 " 8年 4月15日 " 利謹女

40 :指館養源院殿四品前太官令機翁宗鑑大居土神儀 利雄 " 8年12月 5日 i" 五日様、 34世

表 1 聖寿禅寺南部家墓所の埋葬者(1)
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No. 法 干仁ヨコ 俗 名 没 年 西暦 備 考

41 智勝院殿閑林妙靖大姉 安永10年 7月朔B : 1781 利正母

42: i青恭院殿貞室浄敬大姉 天明 2年12月14日 1782 

43 栄庵妙昌大姉 " 3年6月2日 1783

44 正眠院殿賓法雲大居士 信周 " 6年 8月7日 1786 利視子

45 見性院殿涼陰宗j育大居士 左京信居 " 7年 5月29日 :1787 利視子

46 清心院殿松雪妙貞大姉 貞子 " 7年10月14日 1787: 1'IJ視養女、左京信居正室

47 春林智芳童女 " 7年 l月18日 1787: (古図では別位置にあり)

48 普明院国室慈照、大姉 道子 寛政2年 8月12日 1790:手IJ視側室

49 桂林院殿久獄道昌大居士 信駕 " 6年 8月3日 117941利視子

50 大圏院殿鏡岩妙智大姉 享和 2年 8月9日 1802 

51 智光妙恵、童女 " 2年 8月 2B : 1802 没日解読不能

52 智性院殿定峰恵観大姉 文化6年 3月2日 1809 利雄側室

53 性海妙j匝童女 " 8年11月2日 1811

54 霊基院殿玉嶺宗温大居士 " 10年 9月10日 1813

55 指館緒雲院殿従五位下前信州大守天山恵祐大居士神儀 利謹 " 11年11月19日 1814:19歳

56 賓性院殿長岳大居士 " 12年 7月2日 1815

57 指館神鼎院殿従四位下侍従前大官令龍岳宗文大居士神儀 利敬 文政3年6月3日 1820 十五日様、 36世

58 慈眼院殿教海妙量大姉 漆戸寅子 " 3年 6月15日 1820 利雄女、 69歳

59 摘館常孝院殿従四位下前大宮令誠允宗善大居士神儀 利用 " 4年 8月21日 1821 二十一日様

60 桃樹院殿奏相妙宣大姉 " 7年 2月19日 1824

61 正楽院殿希音明徳大居士 " 7年 7月14日 1824

62 石光知閃童子 " 7年間8月9日 1824 

63 民学院殿Z農林幻麗謡大童女 麗子 " 8年 3月9日 1825 利済女

64 容光院殿寛岳相隆大居士 " 8年6月2日 1825

65 玉芳院殿蘭貞秀大姉 三戸年子 " 8年 8月12日 1825 利正女、 42歳

66 舜栄知旭童子 " 11年 5月7日 1828 墓石消失(古図にあり)

67 良篤院殿賓厳宗空大居土 " 13年 9月2日 1830

68 桂書院殿天室智香大姉 天保2年 2月8日 1831 

69 仙書院松屋貞心大姉 " 3年正月 3日 1832 

70 如雪幻絞大童子 " 5年11月朔B: 1834利済子

71 賓珠院殿月林貞照大姉 " 5年11月 5日 1834利済側室

72 国室妙菱大姉 " 6年 5月17日 1835

73 霊運院殿環峰宗循大居士 左近 " 6年間7月14日 1835 

74 :賢良院殿徳室宗淳大居士 謹言皆 " 10年 7月4日 1839 利済子

75 :室照智鑑大姉 " 10年12月19日 1839

76 :寅心院殿桃岸幻英大童子 " 11年 3月13B : 1840: 

77 :曙池院殿薗容智蓄大童子 健之亙 " 11年 6月晦日 1840 利済子

78 :寛室貞祐大姉 " 14年 5月24日 1843

79 :員淳院殿厭峯幻珠大童子 護次郎 " 14年 8月2日:1843 利済子、七男

80 i桂雲院殿月薗校輪大童子 幸子 " 14年 8丹18日 i1843 利済女

表 2 聖寿禅寺南部家墓所の埋葬者 (2)
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No. : 法 τヒョ二2 {谷 名 没 年 西暦 (庸 考

81 :瑞祥院殿天厳宗球大居士 天保14年 8月7日 1843 

82:寛要院殿極岳宗機大居士 左京 " 15年 5月29日 1844

83: :鷺渓院殿瑞琳恵光大童女 亀子 弘化2年 9月16日 1845 利済女

84:霊照院殿月津妙珊大童女 鶴子 " 2年 9月21日 1845 利済女

85:清鏡院殿真月浄照大姉 米子 " 4年 9月178: 1847 利謹側室、池御前

86:影春院殿叢幻夢大童子 嘉永 2年 2月21日 1849 

87: l.iI照院殿麗質妙珠大姉 " 4年 6月28日 1851 利剛正室

88:掲舘霊承院殿従四位下前信州大守左近衛権少将顕道宗祇大居士神儀 利j湾 安政2年乙卯年4月148: 1855: 38世、享年59歳

89:光雲院殿霊墓瑳月大姉 列子 11 4T巳稔11月218: 1857 利義、利剛母

90:幻影院殿如夢恵泡大童子 文久王成8~3B 京久 2 年) : 1862 

91 :空影院殿夢峯如幻大童子 元治元年9月19日 1864 

92:天聴院殿智鑑幻秀大居士 慶応元乙歳閏5月21日 1865 

93:智光院殿指宗卯大童子 H 元年10月4日 1865 

94:員照院殿景雲妙秀大姉 " 4戊辰稔間4月28日 1868 

95:蓮香院殿池月幻謡大童子 " 4戊辰稔6月15日 1868 

96:智圭院殿球道恵秀大童子 " 4戊辰年7月4日 1868 初4歳

97:一馨院殿旭栄幻夢大童子 明治 3年 7月28日 1870 

98: :不 明 卓子 " 12年 1月20日 1879 利剛女

99: " 冊目確 " 15年 8月7日 1882享年16歳、千青山

100: H 宮 {委子 ; " 16年 1月26日 1883: 47歳、利剛側室

101 : H 貞子 ; " 17年 7月11日 1884齢82年 7ヶ月

102: H 富子 " 19年6月29日 1886 齢59年 4月

103: H 登美子 " 19年10月10日 1886

104: " 美代子 " 21年 3月2日 1888: 33年4ヶ月

105: " 栄枝 " 25年4月23日 1892 満64歳

106: " 久子 " 29年 9月11日 1896 齢57年 8月

107: H 利剛 " 29年11月2日 1896 正三位、40世

108:本覚院殿寂然一直善童子 一直 " 33年4月初10日 1900 行年10歳

109:本源院安全良草善童子 妓み子 ; " 33年4月初10日 1900 行年4歳

110;不 明 餓子 " 34年 3月21日 1901 齢 6ヶ月

111: H 島津恭子 明治37年 2月26日 1904行年85歳

112: " 正子 " 39年4月3日 1906 齢12年 5月

113: " 龍五郎 " 40年12月 9日 1907:36歳

114: " 向。弘 " 42年4月29日 1909

115: " 英磨 " 43年 5月14日 1910 齢55歳、利測二男

116: " 第六 " 44年 7月2日 1911 齢 5ヶ月

117: " 借子 大正2年 5月25日 1913 齢 5ヶ月

118: " 小枝 " 2年 7月27日 1913

119: " 剛護 " 3年10月318;1914齢 1ヶ月

120: " 剛一 " 4年11月26日;1915 齢50歳

表 3 聖寿禅寺南部家墓所の埋葬者(3) 
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No. 法 号 {谷 名 没 年 西暦 {蒲 考

121 不 明 I青 大正 5年 7月17日 1916 齢23歳

122 " 寿子 " 8年 3月16日 1919 行年84歳

123 " 枝之 " 11年 8月3日 1922

124 " やそ子 " 13年4月8日 1924，行年72歳

125 " 陽一 か 15年 2月7日:1926: 3ヶ月

126 " 剛隆 昭和4年 5月19日 1929:62歳

127 " 武男子支子 " 4年11月24日 1929

128 " 信男子亥子! " 6年4月28日 1931 

129 " レン子 " 9年 2月15日 1934177歳

130 " 雅枝 " 9年6月20日 1934改葬

131 " 昌子 " 14年 9月16日 1939 行年2歳

132 " 禎子 " 15年12月 1日 1940 行年6歳

133 " 格司 " 16年6月13日 1941 行年 3歳

134 " 直友 " 16年10月28日 1941 生後 1ヶ月

135:大観達道居士 達三 " 17年10月 1日 1942:行年59歳

136智室慧うも大姉 サメ " 19年10月30日 1944:行年51歳

137 不 明 春枝 " 20年10月14日 1945156歳

138 " 良子 " 27年 5月22日 1952i

139 員乗院殿法護日諦居士 五郎 " 29年 9月25日 1954:世寿49歳

140 真心院殿剣獄明道大居士 政朱 万 42年6月15日 1967 行年42歳

141 貴宝院殿月窓浄賢大姉 キク " 44年 5月21日 1969 行年65歳

142 法丈院徳雲順治居士 丈治 " 47年10月17日 1972:67歳

143 清涼院殿文徳直栄居士 直 " 50年 8月13日 1975 行年79歳

144寒梅静林信女 トク " 57年 1月6日 1982行年70歳

145 不 明 ハルエ " 58年11月4日 1983 没81歳

146 昌林院謙光虞道居士 康 平成7年 9月24日 1995: 59歳

147 喜光清鑑大姉 キヨ " 8年 8月 5日 1996190歳

148 桂影院殿薫芳幻消大童子 墓石倒れ不明

149 王容院殿菊幻旬泡大童子 " 
150 瑞領院殿春林祥芳大童女 " 
151 定昌院殿 11月2日

1521蘭領院殿 不明

153:道清殿 10月11日

154:不 明 利磨 明治口4年6月2日

1551 " 永子 世五位南部申躍長女(基石倒)

156: " 倫子 3月31日利剛女

157: I湯春童女 不明

1581好謄童女 " 

表4 聖寿禅寺南部家墓所の埋葬者 (4)
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A 区 聖寿禅寺本堂の西側の東面する石段の参道を登り、最初の北側の平場A区には盛岡藩主とし

て最初に埋葬された重直の墓がある。この平場は丘陵の東斜面を切り盛りして造成されており、

聖寿禅寺における墓所の最初の造成区域である。重直の東側には利幹、西側には重直の娘吹子

(林光院・寛文 7年(1667)没)、さらに南西側には利雄の墓など没年が天保 5年(1834)までの

B 区 19基の墓が配されている。次いで造成されたのがA区の南側に対面する位置にある B区で、

行信の母(大智院・寛文 11年(1671)没)をはじめとして明治年間までの 55基が配されている

が、藩主の墓は無く、廃嫡になった利謹や藩主の生母や側室が埋葬されている。 A.B区の中

C 区 央で、 A区ほぼ同じ標高に造られた C区には元禄 15年(1702)没の重信と行信の両藩主の墓が

中央奥に埋葬されている。この周囲には天明 6年(1786)までの 3基がある。また、敷地の南

東隅には慶応4年(1868)以降、昭和 58年までの 12基が所在し、この墓域には合計 18基の墓

D 区 が配されている。 D区には 21基の墓がある。宝暦 2年(1752)没した 8代利視の墓が北端中央

に位置する。現在、 C区から D区への連絡は南東隅に設けられた石段あるが、藩政時代の絵図

にはこの石段の西側の利視墓の正面にあたる位置に石段があり、現在も坂道としてその痕跡を

残している。この参道の両側には天保 15年(1844)までの墓石に混在して4基の明治以降の墓

が設けられ、中には大隈重信の養子となり、早稲田大学の初代総長を務めた英麿の墓もある。

B区の北東隅にはB区より約 3m低い参道があり、西側にも墓が配置されている。これらの一

E 区 群の南側の E区は、天明 2年(1782)から天保 14年(1782)までの 60年間に埋葬された側室、

藩主の子女、子息の奥方など女性だけの墓が6基ある。なお北側には没年が不明な 2基が含ま

れるが、明治34年(1901)から平成8年(1996)までの近~現代の 11基の墓(日広)がある。現在、

この参道から B区は石段で結ぼれているが、この南側には石段のない古道があり、正面には貞

F 区 享元年(1684)に没した清浄院(5代行信の正室)墓がある。 F区はD区の北側に位置し、 D区と

の比高差は約4.5mをはかる。この一群には文政 3年(1820)に没した 11代利敬、文政 4年

(1821)に没した非運の嫡子利用(先代)、明治29年(1896)に没した 15代利剛の 3基の墓がある。

G 区 なお、手IJ剛墓は東京都護国寺に所在している事から聖寿禅寺のものは供養塔であろう。 G区は

C区の北側に位置しており、比高差は約 1mをはかる。安政 2年(1855)に没した藩主利済ほ

か21基の墓が所在しているが、藩政時代の墓は 6基で、他は明治 12年以降、昭和 19年(1944)

ト4 区 までの墓である。 H区は明治34年以降から近年までの一群。 1区は大正時代に鎌倉で発見さ

区 れた五輪塔群で、移設にともなって造成された区域である。なお、昭和 58年と平成6年には

参道石段の修復整備工事が行われている。

近世(藩政時代) 近代以降
地区 一一ーーーーーーーーーーーーー「ーーーーーーーーーーーーーー一一一ー一ーー「ーーーーー 埋 葬藩主 ーーーーーーーーーーーーーーーー「ーーーーーーー【---ーー「ー---

初 現|終 末| 墓数 ネ万 現 i終 末 |墓数

A区 寛文4年(1664) 即性続|天保5年(1834) 費珠続: 19 3代重直、 7代利幹、 9代利雄 。19 

B区 寛文11年(1671)大智院|慶応元年(1865)智光院: 38 明治3年(1870) | 昭和50年(1975) : 17 55 

C区 元禄15年(1702)大源院|慶応4年(1868) 智王院! 6 14代重信、 5代行信 明治15年(1882) 昭和58年(1983) : 12 18 

D区 賓暦2年(1752) 天量院|天保15年(1844)寛要院: 15 8代利視 明治16年(1883) 大正13年(1924) 6 21 

E区 天明2年(1782) 清恭院|天保14年(1843)寛室院| 6 

F区 文政3年(1820) 神鼎続|文政4年(1821) 常孝院| 2 I 11代科敬、12代利用、15代利剛 明治29年(1896) : 3 

G区 安政2年(1855) 麗承院;慶応4年(1868) 蓮香院| 6 I 13代利済 明治12年(1879) :昭和19年(1944) 15 21 

日区 。 明治34年(1901)平成80年(1996) : 11 11 

I区 。光行、祐政、信長、政行(改葬) 大正10年(1921) 4 4 

メ仁〉1、三口t : 92 : 66 158 
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聖寿禅寺南部家墓所全体図第 3図



北山聖書寺全国

3. 聖寿禅寺の古絵図

聖寿禅寺南部家墓所にかかわる藩政時代の絵図は、『北山聖書寺全図~ (第4図)と『聖書寺

御霊屋之図~ (第 5図)及び聖書寺御廟所之図(第6図)が伝えられている。墓所は藩主とその縁

者の埋葬地としての性格をもつため、作製にあたっては藩の指図が窺える。ここでは作製年代

が不詳の絵図もあるが、墓石の配置等によって作製年代を探り、当時の墓所の様子を概自書する。

『北山聖書寺全図~ (縦43.8x横61.0cm)は、盛岡市中央公民館に所蔵されている。彩色で

描かれた絵図には遠曲輪から寺の重層の門に至る参道とともに現在では既に失われている池・

橋・本堂があり、後の文化 8年(1811)に建立された五重塔の位置には付属殿舎が建てられて

いる。本堂西側から南部家墓所へ至る 140段の参道階段は、現在とほぼ変わりはないものとみ

られ、墓石を運搬したと伝えられる墓所西側の古道も描かれている。墓域はE区から B区に至

る参道は認められるももの、 E区に墓石はなく F区以降の各地区は存在していない。このこと

から明瞭に墓域として完成された造成範囲はA~D区として捉えられる。

各地区を概観すると、 A区には参道階段から北側に折れた階段を登った正面に最初に埋葬さ

れた 3代重直、その東側に 7代利幹、重直の南西側には 9代利雄の墓所がある。重直の御霊屋は

無いものの、利幹と利雄の墓石は御霊屋で覆われ、さらに 3者の墓石の周囲には柵列を廻らせ

ている。なお、利雄墓に通じる参道には鳥居が設けられている。利幹は柵列の中に母や側室を取

り込んでいるのに対して、利雄の柵列の中は重直、利幹、重信の縁者で占められていることから

区域の中で最後に葬られた利雄(表2-40)の区画に伴って取り込まれたもので、本来の各墓石

は重直を中心とする配置を意図したものと考えられる。 B区には藩主の墓はなく、重信の正室

の埋葬を始めとして廃嫡になった利謹や藩主の母や正室、側室で占められていることから、お

そらく、当初から縁者だけを埋葬する意図で造られたことが想定される。絵図での区域最後の

埋葬者は栄庵妙(表 2-43)である。なお、 E区から連絡する通路は 2カ所の階段が描かれてい

るが、現在では 1カ所は階段、 1カ所は斜面となってその痕跡を残すのみである。 C区には、 4代

重信と 5代行信の埋葬を初めとして 5基の墓石が認められる。両藩主の墓石は御霊屋で覆われ

ている。最も南側の墓碑銘が不明瞭(信周カ)であるが、これ以外では利幹の娘瑞林院(表 1-24) 

が最終の埋葬者となっている。 D区は 8代利視の埋葬を初めとして造成された区域である。 C

区からの連絡する階段を登ると鳥居があり、利視の墓石を覆う御霊屋に通じる参道の両側には

利視の縁者が葬られている。この区域の最終埋葬者は利視の子桂林院(表 2-49)となっている。

以上のように、絵図に描かれた最後の埋葬者はD区の桂林院であることから、絵図は没年で

ある寛政6年(1794)以降で、同じく D区に描かれていない大国院が没する享和 2年(1802)ま

での聞の墓所の様子を伝えているとみられる。

聖書寺御霊屋之図 『聖書寺御霊屋之図』は個人所蔵となっている。絵図には藩主の墓所だけが措かれているが、

10 

天保 13年(1842)の記載があり、当時の様子を伝える貴重な絵図である。『北山聖書寺全図』

と比較すると、 A区の御霊屋と柵列の有無は同様であるが、利雄の墓石に至る参道に設けられ

ていた鳥居は既に無くなっている。 B区では利謹の墓石に御霊屋と柵列が設けられ、 C区では

重信と行信の墓石に至る参道に鳥居が設けられている。 D区では変わりがないが、新たに造成

されたF区の参道南側には鳥居があり、利用と利敬の墓石には御霊屋と柵列がある。なお、

『北山聖書寺全図』と『聖書奪寺御霊屋之図絵図』に描かれている御霊屋の構造形式は、利幹・



第4図 北山聖書寺全図(盛岡市中央公民館蔵)

第 5図 聖書寺御霊屋之図(個人蔵)
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利視・利雄・利謹、重信・行信、さらに利敬・利用の 3形態に区分できる。細部の意匠は不明

であるが、利幹等の御霊屋は 1間四方の身舎で、 4面庇の屋根に宝珠を乗せ、南面に向拝をも

っ建物である。現存する同時代の建物としては青森県南部町正寿寺所在で、県の重宝に指定さ

れている利直(重直父)霊屋と同様式が想定される。また、重信・行信の墓石がある C区一帯は

寛保元年(1741)4月38の落雷により火災となり、墓石と御霊屋が新たに修復されている事

が墓石に刻まれている事から、重信等の御霊屋はこれ以降に建築されたものとみることができ

る。構造は、桁行2問、梁間 1問で切妻の直屋形式となっている。利敬等の御霊屋は向拝の有

無の違いが認められるものの、 1間四方の身舎の屋根は、切妻か入母屋になっている。現存す

る建物としては利疫の霊屋と同様に正寿寺に所在し、国の重要文化財に指定されている利康

(重直弟)の御霊屋がある。

聖書寺御蔵所之図 『聖書寺御廟所之図』は藩の大目付を務めた浅石治左衛門(竹水)が編集した『山陽随筆』に

収められており、現在は岩手県立図書館に所蔵されている。文書が編集されたのは明治時代初

期であるが、 G区以降の墓域は造成されていない。また、絵図に描かれた墓石の最終年は弘化

2年(1845)9月16日に逝去した利済の子である鷺渓院であることから絵図そのものは、次の

埋葬者で、弘化4年9月17日に逝去した利謹の側室清鏡院が埋葬されるまでの期間に描かれ

たものと考えられ、明治維新から約20年前の幕末の墓所の様子を伝えている。

各墓域の様相を『北山聖書寺全図』と比較すると、 A区では重直の柵列は既に無く、利幹の

鳥居が新たに設けられている。 B区は子息女などの藩主の縁者を埋葬する区域として依然踏襲

されている。なお、 C.E区は変化は無いものの、 C区からD区に連絡するための階段が新た

に東側に設けられており、 F区では利用の柵列の南側に新たな烏屈が設けられている。

藩政時代の墓所は、藩主利済の逝去によってG区が造成され、次いで明治34年に至り H区、

大正 10年に I区へと墓域の拡大が行われるものの、明治時代に逝去した縁者の墓石はB・

C・D . 1区に不規則に配置されている。なお、利剛と最後の藩主利恭、次の当主利祥は東京都護

国寺に葬られているが、以後の当主は聖寿禅寺本堂北側の家族墓に合葬されている(第8図参照)。

騨寺御儀所之図 『東禅寺御廟所之図~ (第 7図)は、やはり浅石治左衛門が編集した『山陽随筆』に収められ

ている絵図で、『聖書寺御廟所之図』と同様の筆跡と認められる。この絵図の最後に描かれて

いる墓石は、弘化4年(1847)2月19日に逝去した信候の側室法雲院で、『聖書寺御廟所之図』

と同時期に描かれたものとみることができる。なお、東禅寺の墓石の配置等については未調査

のため今後の課題としたい。

4. 南部重直の治世

重直の治世 『南部家譜』によると南部重直は、慶長11年(1606)3月9日に江戸上屋敷である桜田邸(現

12 

在の日比谷公圏内)で出生した。父は利直、母は蒲生飛騨守氏郷の義妹於武で、三男であるが二

兄は妾腹のため、世子となっている。幼名は権平、始めは政直と称した。元和4年(1618)12月12

日には従五位下に叙し、山城守に任じられている。寛永9年(1632)8月の利直の死去により家督

を継ぎ、翌寛永10年(1633)5月8日には三戸城に入札初入部を果たしている。寛永12年(1635)

5月3日には完成したばかりの盛岡城に入城し、以後を子孫代々の歴代藩主の居城に定めたと

されている。重直は江戸で生まれ育った事もあり、豪放苦言落の気質で歴代藩主の中でも逸話が

多く伝えられている。そのひとつとして、寛永 13年(1636)3月21日に参勤交代のために盛岡
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重直の死因

搬送と御葬礼

を出立したが、 4月21日に江戸に到着した事など遅参等 7箇条の理由により幕府から閉門、

逼塞、遠慮の処分を受けた。寛永 15年には関門と逼塞を許されたものの、遠慮が許されたのは

江戸市中の火事に際し、功績があった寛永 16年のことである。また、万治 3年(1660)には譜代

の五百石以下の藩士42人の家禄を没収し、没収禄高は6，460石にのぼったと伝えられている。

しかしながら、研究者によってはこのような藩政改革は現在のリストラ同様、それまでの旧

態依然とした盛岡藩の体質を一新しようとしたとの見方もある。寛永 12年(1635)の対馬藩の

文書改ざん事件にともなう方長老や承応元年(1652)の福岡藩の黒田騒動にともなう栗山大膳

の預かり人など多くの文化人の登用によって藩内に多くの影響を与えている。また慶安 2年

(1649)には藩内の通用銭を改定。慶安4年(1651)には水田耕作を発展に効果を与えた岩手郡

太田村の鹿妻堰を完成させている。さらに寛文元年(1661)には紙の大きさの規格を定めるな

ど文化・経済面に多くの実積を残している。重直は寛永 19年(1642)会津藩主加藤左馬助嘉明

の娘を正室として迎えた(後に離縁)。正室との間には実子がなく、また側室との聞にも嫡子がな

かった。このことがその後の家督相続へも影響を与え、死去にともない、それまでの盛岡藩 10万

石が盛岡藩8万石になり、新たに南部直房(重度弟)を藩祖とする 2万石の八戸藩が誕生している。

重直は寛文4年(1664)9月14日、江戸桜田邸で逝去した(W吉凶諸書留御凶事一 寛文4

申辰年11 • W内史嬰』では 14日となっているが、『祐清私記』では 17日の死去。『雑書』では寛文4

年条は所在不明)。享年59歳、治国 33年、法号は即性院殿前城品太守三峯宗玄大居士である。

なお、重直は以前から痘癒のため、湯治治療をおこなっていた記述が『書留』にあり、『吉凶諸

書留 御凶事ー 寛文4中辰年』に「重直様御気色長引申候処、去ル八日六半時分、御中風之様

ニ御両・足御腰ヨリ日十不申、御ウデモ常之御身之様ニ、無御座候、御気色替申候Jと記述がある。

重直が江戸で死去した後の様子は、『吉凶諸書留 御凶事ー寛文4申辰年』・『内史暮』に述

べられている。以下『吉凶諸書留』を中心に経過をみてみることとする。 9月12日に死去した

後、遺骸は 13日の夜子の刻(九ツ時)、江戸を出立している(W内史署』では28日出立、 10月8日

盛岡下着)。盛岡には前述したとおりの重直の容体が 15日戊ノ刻に飛脚により伝わり、城内で

は千座之護摩を永福寺に申し渡した(夜より城内で千座之護摩執行)。また、同日には「御気色

が悪しりとの飛脚があり、御家中は跡継問題に揺れている。 17日に至り、 12日寅ノ刻に重直

死去の知らせが飛脚により盛岡に伝わっている。 21日には遺骸を迎えるため老中等が郡山に

向かい、 25日酋ノ半刻には花巻、 26日申ノ上刻に盛岡城御居間に遺骸が到着し、同晩には聖

寿寺、御家中が焼香している。 27日には御葬礼場(寺伝では寿昌庵、『内史客』では願教寺)で

地鎮祭をおこなっている。また、重直の江戸出立と前後して盛岡を立った重信と直房が江戸に

到着し、途中桑折宿で重直の遺骸と対面している。 29日には遺骸は盛岡城大手口を出て、光

台寺の源、秀院(重直母)の石塔の前をとおり、午ノ刻に聖寿寺に到着し、晩には御法事(W内史客』

では27日)をおこなっている。また、 15日付けで御葬礼の作法は南宗院(父利直)のとおりとし、

18日付けで御葬礼(火葬)のための火を羽黒山に取りに遣わしている。 10月9日巳ノ刻には御

葬礼のため、聖寿寺を出立(W内史罫』では20日、『祐清私記』では 9日に火葬)している。 11日

朝卯辰ノ刻に御灰寄。同月晦日には四九日の御法事が聖寿寺に営まれている。また、 11月29

日には重直(即性院)と源秀院の御歯骨を高野山に納めるように家臣に指示が下されている。

墓石と殉死 高野山の墓石は寛文 5年(1665)3月から 7月にかけて、聖寿寺の墓石は一周忌にあた 9月

14 

14日に完成している。殉死は寛文4年10月10日に局の儀俄惣左衛門の娘、葬礼後に墓前で絶

食死した近侍の桑村立太、寛文5年(1665)年 12月12E3に家臣塩川八右衛門の 3名である。現

在、重直墓前にある塩川|八右衛門の墓石は、平成9年に家臣の墓地から移設したものである。
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5. 調査にいたる経過

聖寿禅寺に所在する南部家墓所(南部利昭氏所有)の重直墓所は、建立後330年を経て墓石の

傾きや玉垣の扉が損傷、散逸するなど荒廃が著しい事から平成6年 10月3日付けで、社団法人

旧盛岡藩士「桑田J(当時:理事長佐藤次正)からの修復にかかる調査の支援依頼があった。この

依頼を受けた盛岡市教育委員会では、重直が盛岡に最初に埋葬された藩主であることから、古文

書からは得られない当時の財政事情や埋葬方法を知る上でも特に学術的価値が高いと判断した。

また、盛岡城の築城開始から 400年にあたるため、その関連事業として、墓所修復工事にと

もなう埋葬施設の学術調査を実施した。

なお、調査に際しては、所有者南部手IJ昭氏と教育長佐々木初朗は「南部重直公墓所調査に関

する確認書j を締結している。

調査指導委員 調査の実施にあたっては、各専門分野の研究者6名による調査指導委員を委嘱した。第 1回

委員会は平成8年8月23日に開催し、現地視察の後、調査の方法と予想される出土品の保存

処理等について適切な助言と指導を受け、以後調査の進捗にともない適時開催している。

委員会組織は次のとおりである。

顧 間南部

指導委員青木

梅原

坂詰

嶋

細井

吉田

利昭(南部家当主)

繁雄(保存科学/東京国立文化財研究所第三修復技術研究室長)

廉(美術史/盛岡市文化財保護審議委員・花巻新渡戸記念館長)

秀一(歴史考古学/立正大学文学部教授)

千秋(考古学/盛岡市文化財保護審議委員・石川啄木記念館長)

計(近世史/盛岡市文化財保護審議委員・岩手大学教授)

義昭(近世史/盛岡市文化財保護審議委員)

調査協力聖寿禅寺(住持岡祖秦)

旧盛岡藩土桑田(理事長高橋啓一郎)

調査主体盛岡市教育委員会

なお、墓石の解体と調査に先立つ平成8年10月6日に、南部家当主、旧盛岡藩士桑田、同

岩手支部が主催のもと、盛岡市長 桑島博ほか関係者が参列し、墓前において閉眼供養会と供

養祭を執行した。法要は調査の進捗に応じておこなっている。

写真測量 実際の発掘調査は、修復前の墓石(五輪塔)とその周囲の玉垣等の状態を写真測量により平面

と立面を図化することから開始し、業者と委託契約を締結した。なお、墓石の解体と調査の進

捗により発見した基壇内の花園岩層の平面や基壇内側立面の図化も写真測量によった。

墓石解体 墓石の解体作業は、委託契約を締結した業者により、解体及び復元にともなう作業手)I[員、墓

石の損傷、養生及び地形の変更等に細心の注意を払いながら五輪塔南面の玉垣柱に乗る笠石材

と柱から始め、次いで西側、東側、北側へと解体を進めた。五輪塔は上から空輪、風輪、火輪、

水輪、地輪、反花座、台座、床石の)I[買に進め、これ以降は人力による精査を進めた。なお、解

体した墓石は個々に彩色の有無や矢穴等を観察しながら計測をおこない記録している。

地下レ E ダー探査 地下構造を探るため、専門業者の協力のもと墓石や床石解体と併行して地下レーダー探査を
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実施したが、基壇石や花闘岩層からの電波の反響が著しいためか墓坑の深さや出土した饗棺な

どの埋葬施設を知る成果は得られていない。



6. 発掘調査体制

平成8・9年度の盛岡市教育委員会の発掘調査体制は以下のとおりである。

盛岡市教育委員会教育長 佐々木初朗

" 教育次長 八重嶋勲

" 文化課長 佐藤勝征

" 課長補佐 大崎琢夫

" 副主幹兼文化財係長阿部光雄(平成8年度)

" 副主幹兼文化財係長菊地 誠(平成9年度)

" 文化財主査 八木光則

" 文化財主任 似内啓邦、室野秀文

" 文化財主事 藤岡光男、菊池与志和、津嶋知弘

" " 三浦陽一、神原雄一郎、黒須靖之

" 文化財主事補 藤村茂克

N 文化財調査員 佐々木真史、太田代由美子

調査及び整理にあたり、下記の方々から多大な御援助と御協力をいただいた。御芳名を記し

て、深く謝意を表する(順不同、敬称略)。

(個人)

東京国立博物館時枝務、日本銀行金融研究所貨幣博物館上国道雄・田尻隆土、立正大学

助教授野村幸希・池上悟、愛知県陶磁資料館井上喜久男、常滑市民俗資料館中野晴久・

竹内昭弘、常滑市・丸四製陶(資)津田重治、東京都港郷土資料館高山徹・松本健、町田市文

化財保護審議会委員矢部蔵吉、館林教育委員会問屋紀子、仙台市教育委員会木村浩二、仙

台市博物館小井川百合子・高橋あけみ、青森県南部町教育委員会永井治、(財)瑞鳳殿伊達

泰宗、岩手県立博物館赤沼英雄・咲山まどか、盛岡市中央公民館高橋清明、千田和文・小

西宏明、縮野石材庖(有)、細野拓男、桜小路電気(有)、工藤博司、近世文書研究所工藤利悦

(機関・組織)

岡山市教育委員会、常滑市民俗資料館、東京都港郷土資料館、館林教育委員会、仙台市博物

館、岩手県立博物館、盛岡市中央公民館、青森県南部町・三光寺、(株)文化財保存計画協会、

(株)大谷相模捷鋳造所、(株)森本鋳金具製作所、(財)瑞鳳殿、桜山神社、常滑市・丸四製陶

(資)、細野石材届(有)、桜小路電気(有)、(株)パスコ盛岡支屈

(第 1次発掘調査)

藤田友子、小松愛子、内山陽子、藤原政人、芦垣直樹、山口裕希、川|村昭三、斎藤静子、斎

藤セキ、白津和子、野中蕃、福士タカ子、松田明夫

(第2次発掘調査)

藤田友子、小松愛子、内山陽子、藤原政人、芦垣直樹、泉山紀代子、高橋ツヤ、三上良子、

村山伊津子

(整理作業〉

藤田友子、小松愛子、内山陽子、中島京子、鹿野奈保美、泉山紀代子、高橋ツヤ、藤原政人、

芦垣直樹

調査総括

事務・調査
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調査地区

第 1次調査

E 調査 内容

1 .第 1次調査の概要

(1)遺構の検出状況

聖寿禅寺の南部家墓所は、南部家の私有地であることと、名勝でありながら観光地化されて

いないこともあり、雑木林に囲まれた閑静な散策地として墓所の尊厳が長年保たれてた。

しかしながら、明治維新後の廃仏虫釈や戦後の動乱、近年でも一部の心ない人々による玉垣

や扉、さらには墓石の破壊や倒壊などの悪戯があり、墓所の維持管理が課題となっている。重

直の墓所も扉が破壊され散逸していたが、特に B ・G区の被害は顕著である。開発にともなう地

形の大きな改変はなく、各地の大名家の墓所の中でも往時から良く保存されてきた墓所である。

南部重直墓所が位置する墓域は、聖寿禅寺本堂から西側の石段の参道を登った南部家墓所の

うち、最初に北側に折れる石段を登った墓域(A区)に所在する。この墓域は丘陵頂部から束面

する傾斜地を切り崩し、面積約 1，275ぱを造成した平坦地である。なお、切り盛り造成の範囲

は重直の墓石束辺をおおよその境としており、平場の全体面積の約半数の割合を占める。墓域

内には藩主重直、利幹、利雄ほかその縁者である子息女や側室、さらに他の墓域に埋葬されて

いる藩主重信、利演、手IJ視の縁者など 19人が埋葬されている。重直の墓所は南端の階段天端

石から重直墓所の階段までは21m程で、墓域全体からみると平場中央からやや北寄りに位置

している。

調査は、重直の葬礼の様子を記録した『吉凶諸書留 御凶事ー』などの古文書の記述内容の

検証と古文書では得られない葬礼内容を発掘調査で明らかにする事を目的とし、平成8年度に

墓石の解体及び修復と埋葬施設の発掘調査を第 1次調査とした。また、古絵図に描かれている

御霊屋や柵列などの区画施設の確認を目的とする墓石の基壇石周囲と参道については平成9年

度に第2次調査として実施した。以下は検出した遺構順に記述することとする。

1次調査区は、重直の墓石解体修復の範囲で基壇石外寸が東西4，24m、南北4.26m(一辺

14尺が施工尺か)。内寸で東西3.33m、南北3.34mの埋葬施設本体と階段部分である。調査

面積は 22.5rrlで、解体から復元を含む調査期間は、平成8年 10月 1日から平成8年 1月16

日である。

検出遺1普及び遺物 基壇内調査の結果、遺構は石坑 1基(SKO01)、土坑 1基(SK002)、墓坑 1基 (S0 

18 

o 3)を検出した。なお、主体部や階段遺構の埋める版築士や花闘岩層は埋土として扱った。

出土した遺物は、遺骨を納めた嚢 1個のほか 36点の陶磁器。土器は縄文時代の深鉢の破片

2点、平安時代の土師器杯 9点と須恵器嚢 2点。瓦が20点。鉄製品は3.040点、銅製品は煙管

金具 など4点。貨幣は慶長小判 12枚、寛永通賓28枚、皇宋通賓 1枚、 10円硬貨 I枚。木

製品は木炭多数のほか蓋 I枚、数珠7点、煙管の羅宇 1点。花関岩の石製品6点。布製品 1点。

自然遺物は目張りに使用した牡蛎灰 1枚、胡桃60点、貝 I点、時期不詳のガラス片206点で

ある。
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第 9図 南部重直墓所の周辺全体図及び調査区全体図
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五輪塔
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( 2 )解体前の墓石

発掘調査にいたる前の準備作業として、平成8年 10月1日に石材業者により墓石解体に使

用するクレーン等の機材運搬のための仮設道路の設置に始まり、 4日には現状の墓石の写真測

量を実施し、調査後の墓石復元の精度を高めるように努めた。このため、あらかじめ設定した

定点をもとに五輪塔、階段、玉垣及び基壇石を上空を含む各方向から撮影し、墓石の原位置や

歪みの状況を記録した。写真測量は以後、五輪塔解体後の床石上面と下面、花園岩層上面と階

段石の解体と精査後の最終面を記録している。 6E3には墓前法要を営み、実際の墓石の解体は

7日から 8日にかけて足場を構築し、すべて盛岡産の特徴を持つ花闘岩で構築されている玉垣、

五輪塔、階段の部材へと順次作業を進めた。なお、基壇石の歪みは微妙であるものと判断し、

また後の修復の精度を考慮して基壇石は現状を維持した。

五輪塔は、上から空輪(相輪)、風輪(露盤)、火輪(笠)、水輪(塔身)、地輪(基礎)で構成され、

これらを反花座、上段台座、下段台座が支えている(第 10・11図)。高さは空輪頂部から地輪

まで 2.53m、同じく空輪頂部から床面に露出している下段台座中位までは3.43mをはかる。

なお、下段台座から空輸にかけては、塔自体の重量により南西側に約l.5
0

傾き、さらに、基

壇石の南北中軸線に対して、西側に 3.5
0

程の摂れと築造時には基壇石と同一水準であったと

みられる床石は塔を中心として約 7cmの焔没を生じていた。なお、塔の細部では空輸及び風輪

は地震や樹木の倒木などの自然的要因によって火輪とずれを生じているものの、火輪から下段

台座までの各部には大きな歪みはない。

五輪塔を構成する部材をみてると(各部材の計測値は表 5参照)、空輸の頂部は扉の乳金具

様を呈する宝珠となっており、この下部には8葉の蓮華が 3重に囲む請花、さらに 9重の相輪

と6葉の連弁の浮き彫りをもっ請花が施されている。 2重の相輪を挟んで空輪と一体となって

いる風輪の各面には、唐草文の浮き彫りが施されている。なお、空輪と風輪には部分的に朱が

残存している事から、築造当初は全体に朱が施されていたものと想定される。火輪の平面形は、

ほぽ方形を呈しており、頂部の円形を呈するほぞ穴(凹)により、風輪と連結している。方形の

台座の南西隅には鉄製の模を挟んだ、痕跡と考えられる錆が認められる。 4面に整形された屋根

の端部には大きな反りが認められ、下面の円形の窪み(凹)で、水輪上部の突起(凸)と連結してい

る。水輪は上下が圧縮された円形を呈し、やはり上面の一部には朱が残存している。地輪は塔

の基礎にあたる部分である。ほぼ立方体に整形された南面には4隅に連弁を持つ方形の区画が

あり、その中には右から「昔寛文四年甲辰稔 掲舘即性院殿前城品太守三峯宗玄大居士神儀

九月十又二日」と藁去年月日と法号が刻字されている。苔は時、品は州、稔は年の古字である。

なお、頂部中央には水輪と連結するための円形の窪み(凹)となっており、この外周の北西側の

一部には鉄製の模による錆が付着していた。台座となる反花座の平面形はほぼ方形を呈するが、

立面は台形となっている。浮き彫りは各面にそれぞれ2区画施されており、下部の南面には南

部家の家紋である双鶴紋(向鶴紋)、西面には蓮華紋、東面は連子格子、さらに北面には華頭に

連子格子の浮き彫りが施されている。また、上部には蓮華紋が各面に浮き彫りされており、 4

周で合計32葉を数える。上部天端の南東側を除く 3カ所には鉄製の模の痕跡が認められた。

浮き彫り等の彫刻が施されていない上段台座の平面形は方形で、反花座が乗る部分は組い蚤で

仕上げている。なお、下段台座は4分割されている。



五輪塔立面及び各部の名称

南立面 東立面

ト斗ー
北立面 西立面 。 1 : 60 

第 10図 南部重直墓所の解体前墓石
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扉材は、墓所の南東側を中心として周囲に散在していた。下半部に蓮華の浮き彫りを施した

両側の扉のうち、東側の扉は全体形の約 1/3、西側の扉は全体形の4/5が残存していたが、い

ずれも砕片となっている。この部材は保存され、修復後の墓所には新たな扉を復元している。

玉垣は、基壇石に置いた地覆石に方形の穴を窪ませて、方形の柱石を立てている(西側柱の

南から 3本目は半円形の突起)。さらに、柱石に乗る笠石は、柱上面の半円形の突起と笠石下

面の凹穴とで連結している。玉垣柱の南面は扉を境としてそれぞれ東・西方向に、東・西・北

側の玉垣柱は不規則に傾斜していた。扉柱の南側に取り付いていた方丈のうち、東側は滅失し

ており、西側の方丈も階段石の歪みのため原位置を保っていない。玉垣柱の傾斜にともなない

笠石の原位置も移動しており、笠石を連結していた蝶板はすべて滅失していた。なお、他の藩

主の玉垣に残存する蝶板は花闘岩製であるが、重直墓所の基壇石周囲からは鉄製の蝶板が出土

していることから、築造当初からの経年過程で使われていたと想定される。このほか玉垣柱の

連結には柱中央からやや上方にほぞ穴をあけ、花闘岩製の短冊形を呈する腰抜材を用いていた

が、わずかに 3個が遺存していただけである。なお、玉垣柱の下面に鉄製の模やセメントによ

る補修がおこなわれた痕跡を認めているが、今回の解体前には、既に自立が困難な状況にあり、

危険防止のため周囲を針金で補強して倒壊を防止していた。

7)< 鉢 塔下段台座の南側に置かれていた水鉢は、逆台形を呈する。この上面は深さ 5cm程に堀り窪

扉

玉

石

J:ei 

めており、 2隅には花立がある。なお、南側面には蓮華の浮き彫りが施されている。

階 段 基壇石南側中央に位置する階段は、 5面の踏面で構成されている。このうち、基壇石と最南

端の踏面は大きな歪みが認められないものの、 2~4段目の踏面と東西の階段梁(耳石)は内部

の地業土が流失したために陥没し、原位置を大きく移動していた。

激 盟 墓所に伴う激盟は基壇石の南東に位置する。表面には一周忌にあたる「寛文五年九月十二日J

の銘が刻まれている。

(単位 cm) 

部材 高(厚さ) 天端長軸X短軸 上端長軸(径) 上端短軸 下端長軸(径) 下端短軸 内経長軸X内側(凹) 備 考

グZ主B二 輪 67.3 弁径38.0~ 39.5 27.9~36.9 弁径37.5~ 40.0 18.2~19.1 9.5X9.7 天端lこ6蓮華・朱

風 輪 48.6 33.4 39.2 32.5 33.8X34.0 空輸と一体・朱

火 輪 66.3 35.4~35.7 127.2~ 128.4 23.7~28.5 120.2~ 120.9 33.5X33.9 天端円形凹・模1

水 輪 66.3~66.5 43.9~44.6 径約 4~ 98.5 3 l.2~33.6 天端に円形凹・朱

地 輪 3l.5 66.4~ 66.6 16.5~23.2 66.4~ 66.8 90.4~9 l.8 天端円形凹・潔l

反花座 30.6~3 l. 3 69.4 9 l.2~ 92.1 86.1 ~ 93.1 天端に隅鉄棋3

上段台座 46.1 ~GO.8 122.4~123.4 122目2~122.7 天端に方形回

下段台座l41.1 ~52.1 76.2~ 77.2 75.7~ 76.7 4分割の南西

下段台座249.9~50.7 69.5~ 70.2 75.9 4分割の南東

下段台座347.9~48.2 75.2~ 76.9 74.1~ 76.4 15.5 X42.4 4分割の北西

下段台座4 17.9~19.1 75.3~ 76.2 75.2 4分割の北東

水 鉢 49.2~ 51.1 49.2~ 50.0 蓮華・花立穴2

表 5 五輪塔各部の計測値
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第11図 南部重直墓所の五輪塔と台座



( 3 )発見した遺構と遺物

S K 0 0 1石坑(第 12・14・21図)

位 置 五輪塔下段台座の中心は、基壇石の東西中軸線から北側に 0.42m、南北中軸線から 0.05m

平 面 形

西側に位置している。 SK001石坑は、この塔の上段台座の下面に接続する下段台座中央に

穿孔されており、方形の下段台座は4個の部材で構成されている。

平面形は長楕円形を呈し、下段台座の北東隅~南西隅を長軸とする主軸はW68
0

Nを示す。

台座の見え掛かりの部分は丁寧に研磨調整されているものの、上段台座が乗る部分は細かい撃

整形を施す。なお、見え隠れにあたる裏面や側面には幅4.2~8.5cm、深さ 2.1 ~5.5cmの矢穴

や撃による粗い整形の痕跡を残している。石坑の北東部上端には長さ 6.5~13.0cm、幅 2.0~

5.5cm、深さ 4.0cm内外の矢穴が4口認められ、端部や壁面は粗いハツリ整形となっている。こ

の痕跡は上下方向から穿孔された工程を示しており、石坑の上面から深さは 0.25~0.28mを

はかる壁中位は狭くなっている。

規 模 規模は、上端が東西1.04m、南北 0.74~0.90m、下端は東西 0.95m、 0.79~0.82m、壁

中位は東西0.68、南北0.72m、石坑の深さは0.42mをはかる。

埋 土 上段台座下面と石坑埋土との聞は、 7cm程の空間となっており、埋士の南西側上面からAl

出土遺物

床 石

層にかけては台座の隙聞から混入した厚さ 3cmの腐食土や細かい植物の根が堆積していた。埋

土は人為堆積で層相の違いにより Al~5 の 5 層に別れる。 A 1 層は腐食土や植物根などの腐食

土を含む褐色士で、層上面には 5~ 10cm内外の自然円礁が敷かれていた。 A2~A5層はいず

れも自然円操を多く混入し、黒褐色土をわずかに含む砂質土である。なお、 A5層は磯を主体

としており、埋土の底面はSK002土坑の最上層を掘り込んでいる。

遺物は、平面形中央からやや北寄りのA3層から寛永通賓が 1点出土している(第21図23)。

床石及び整地土(第 12・13・14・21図)

石坑下面の精査は、塔の下段台座及び床石の解体後におこなった。 22枚の花嗣岩製の床石

は水鉢が置かれている塔南側に1.55X 0.87mの長方形、この西側に 0.90m方形の長大な床石

を使用し、他は 0.63X 0.26m~ 1.52 X 0.50mの長方形を呈するやや小ぶりの床石となって

いる。解体前の床石は、塔の自重によって塔の周囲が陥没していた。また、塔の歪みと傾斜に

ともなって下段台座東側と基壇石との聞に 5~6cmの隙間が生じているものの、他の隙間は微

小で、ある。見え掛かりとなる床石の上面や側面上半部には細かい撃の整形が施され平滑になっ

ているが、見え隠れとなる底面や側面下反部には幅 3.5~ 14.3cm、深さ 3.0~6.8cmの矢穴やハ

ツリ整形をそのまま残している。この矢穴は、 22枚の床石のうち 10枚に認められ、幅 8cm前

後を境として、大小 2種類のものがある。また、不整形な下段台座や床石の底面を支持して上

面の水平を保つための基礎には、大小の花闘岩の割石や自然円擦と基壇石の側縁部を使用し、

南東隅の厚い床石ではこの下面の地盤を掘り窪めて整地している。特に自重がある塔の基礎と

なる下段台座には多量の割石を用いている。なお、割石には矢穴の痕跡を残すものもある。

出土遺物 遺物は、塔南側床石の隙間から堆積した腐食土層から陶磁器8点や寮銭とみられる寛永通賓

3 枚(第 21 図 24~26)や昭和 40年の 10 円硬貨と胡桃 9 個や 51 片のガラス片が出土している。
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位 置

平面形・規模

SK002土坑及び整地土(第 13・14・17・28図)

SK002は、下段台座及び床石下面の整地土を掘り込み面とする。基壇石のほぼ中央に位

置しており、土坑の中心は下段台座とは一致せず、また台座の基礎より広く構築されている。

なお、整地土土層の精査途中で検出したため、全体形上端の一部は未検出である。

平面形は隅丸方形に近い不整円形を呈する。花園岩層(D層)上面を底面としており、壁は、

底面から不規則に外反しながら立ち上がり上端へと連なっている。このことは土坑を掘り込む

整地土(C層)が川砂利を主体とする締まりのない砂礁のため崩落したものと考えられる。規模

は、上端径1.77~ 1.90m、下端径1.32~ 1.60m、深さは0.49~ 0.57mをはかる。

土坑埋土 砂質土と磯を含む褐色土との互層になっている埋土(B層)は人為堆積で、層相の違いにより

出土遺物

整地土埋土

出土遺物

花商岩層

Bl~B7層に細分される。 Bl 層は拳大の自然円磯を多量に含む粘質の暗褐色土、 B2層は小

円擦と黒褐色土を含む砂質土となっている。また、 B3層は磯をほとんど含まない砂質の暗褐

色土でB2層との違いは明瞭である。また、 B4・B5層は拳大の円擦を含む砂質の暗褐色士、

B6・B7層は小円醸の混入率の違いはあるものの、砂質の暗褐色土となっている。

遺物は埋土から平瓦 1点が出土している(第28図8)。この瓦には墨痕が認められる。

SK002土坑が構築される整地士(C層)は、厚さ 0.42~ 0.66 cmをはかり、床石下面から

花闘岩層(D層)上面にかけて堆積する。人為堆積の埋土は、層相の違いにより Cl~C6の 6 層

に細分される。 Cl・C3 • C 6層は小円磯を含む砂質の黒褐色で、 Cl層の表層には小円蝶を

含む褐色土粘土を薄く貼っている。 C2層は小円磯をわずかに含む暗褐色の粘土層。 C4・C5

層は 5cm大の円磯を多量に含む暗褐色の砂蝶層になっている。この整地土は、基本的に砂層、

粘土層及び砂蝶層の互層となっており、 SK002土坑の埋土と比較して粘性がある。

整地土からは陶磁器 5点と耳6点のほか縄文時代の深鉢 1点、平安時代の土師器杯 3点が出

土している。陶磁器(第 17図)は 2が伊万里の碗、 3は志野の皿、 4は瀬戸美濃の鉄紬のかか

る天目茶碗、 5は常滑の費。瓦(第28図)は 1が瓦当を欠損する軒丸瓦、 9は平耳である。

花商岩層及び整地土(第 13・14・17・28・29図)

SK002及び整地層下面で花闘岩層(D)を検出した。粗い花闘岩の割石で構築された平面

形は、基壇石に近接する部分に大きい割石、中央部には細かい割石を集積させ、基壇石内面の

隙間には小さな割石を充填している。大きさは 0.05~0.90mまで多様で、堆積の厚さは 0.11

~0.42mと塔南側で部分的に薄くなるものの、基壇石に接する部分や中央部では厚く堆積し

ている。これらの花園岩の割石には矢穴や粗いハツリが認められる。この多量の花闘岩のうち

42個に認められた矢穴の大きさは、幅2.6~ 16.4cmと多様であるが、 10cmを越える矢穴をも

っ割石は 3個だけで、石の小割を示す幅 7~8cm内外の小さな矢穴をもっ割石が主体を占める。

出土遺物 花嗣岩層からは磁器 1点、鉄製の模 1点と鉄淳 1点、花嵐岩製の石製品が6点出土した。磁

器は(第17図 1)、内面には淡い青色で菊葉文を描く肥前伊万里焼の皿。石製品は(第 29 図 1~

3)、1及び2が方形~長方形、 3は円形を呈し、いずれも 1面を撃で石皿状に整形している。

整地土埋土 花商岩層下面の整地士(E層)は、 El・E3・E4層は拳大の自然擦を多く含む砂醗層で、特に

26 

E3・E4層には花闘岩の割石を多く含み、花闘岩層底面を固定している E2層は造成地の地山

層から採掘した鴬色の粘土層である。なお、 E層は階段や基壇石の基礎地業ともなっている。
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SK002土坑及び花園岩層上面第13図



出土遺物 整地土からの遺物は磁器 3点、鉄製の釘2点、瓦 2点が出土しているが、いず、れも小片であ

イ立 置

平面形・規模

る。磁器のうち(第 17図6・7・10)、6・7は肥前の伊万里の碗で、 6の外面下半には 1条

の圏線をもっ。 7は外面に赤と緑の文様をもっ初期赤絵。 10は伊万里の皿である。また、瓦

は、内面にコビキBの痕跡をもっ丸瓦である(第28図3)。

RD003 墓坑(第 14~28図、表 6 ~ 10) 

基壇石の中央からやや北寄りに位置する。検出面と墓坑の掘り込み面は、花闘岩層下面の整

地土となるE層下面のF1層上面である。基壇石上端から墓坑検出面までの深さは東側 1.21m、

西側1.17m、荷側1.09m、北側1.26mをはかる。なお、精査時には基壊石の崩落の危険性が

あることから基壇石内面の整地土を残しながら墓坑の精査を進めた(1点鎖線で表現)。

平面形は、南北に長軸をもっ長方形を呈する。規模は上端が東西 2.18~2.20m、南北 2.57

~2.63m、下端は東西1.86 ~ 1.97 m、南北 2.32~ 2.40mをはかる。また、墓坑掘り込み面

から底面までの深さは、東側2.46m、西側2.50m、南側2.56m、北側2.38mで、基壇石上

端から墓坑底面までの深さは、東側と西側が3.67m、南側3.65m、北側3.64mをはかる。な

お、底面には0.05m前後の起伏が認められるもののほぼ平坦で、壁は垂直に構築されている。

埋 土 埋土(F・G.H層)は、人為堆積で墓坑上半に堆積するF層と後述する遺骨を納めた饗棺の

上層から嚢を据えた後に覆ったG層、さらに曹を据えるためのH層に大別され、いずれも花闘

岩の割石は含んでいない。 F層を細分すると、 F1・F5~F 7・F10・F12・F14・F19・F20 

層は細粒砂と拳大の磯を多く含む砂磯層、 F2・F13層はE2層と同じ鴬(青灰)色の粘土層、 F3

層は墓坑の壁に観察される地山の赤褐色の粘土層、 F4・F9・Fll・F20・F21層は褐~明褐

色の塊状の粘土層、 F8・F15・F17・F18層は灰褐~明褐色で細粒の砂質層となっており、全

体に粗いものの堅くしまった版築となっている。 G層は特に鉄製品等の遺物を多量に含む木炭

を主体とする層である。 G1・G3・G5・G9・GlO・ Gll・G12層はかなりしまりのない木炭

だけの層で、 G2・G4・G7・G8層は細粒砂と拳大の磯を多く含む砂蝶層、 G6層は褐~明褐

色の塊状の粘土層となっている。 H層は日1・H2・H4.H7・H7層は褐~赤褐色のしまりの

ない赤褐色粘土層を主体としており、 H1層を除く各層には砂磯を混入している。また、 H3・

Hs.H8層は砂擦を含む締まりのある明褐色粘土層。さらにH6・H9層と最下層のH12層はG

層と同様に鉄製品等の遺物を多量に含む木炭層となっている。 H層は砂膿や木炭の混入する比

率に違いが認められるものの、 F.G層に比較して層厚が薄く版築状に堅く叩き締めている。

童橋の出土状況 嚢棺は、墓坑底面を層状に整地した後、 H1~H3層に正立に固定して据え、さらに木炭を

28 

主体とする G層は木炭の形状を損なわないように嚢棺の周囲を山形に覆っている。なお、基壇

石上端から口縁部までの深さは2.72mをはかる。奮棺中央の平面位置は、五輪塔下段台座の

中央から 0.3m北北西にあり、ほぼ塔の直下に位置している。嚢棺の内部は口縁部から約2/3

が空洞になっていたが、嚢棺内部1/3の上層には崩落したG4・G5層が厚さ約 10cmに堆積し

ており、この下面には腐食して崩落した木蓋と目張りの役割をもっ乳白色の牡蛎灰層を検出し

ている。この目張りの層厚は 3.5cmをはかる。さらに、牡蛎灰層の下面から嚢底部にかけては

火葬された重直の遺骨とともに慶長小判 12枚、寛永通賓21枚、皇宋通賓 1枚などの貨幣が出

土した。なお、警棺の内部に崩落した木炭からは焼損した鉄製の釘 12点が出土している。
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墓坑からは多くの遺物が出土しており、遺骨を納めた饗棺とこの内部の副葬品、さらに墓坑 聾 棺

埋土からの遺物にわかれる。

遺骨を納めた費棺は(第 15図)、常滑の大嚢で、総高7l.8~ 72.1 crn、口縁部径36.5~ 38.0 

crn、胴部径54.5~ 55.0 crn、底部径 14.0~ 15.1 crnをはかる。部分的に焼成時の細かい割れが

認められるものの、全体に粘土紐を輪積にした「ヨ 1)コ造りj で造られた丁寧な製品である。

口縁部は断面Y字形となる内端となっており、肩の張りはなく胴部中央にもつ最大径から底部

にかけて急激に窄まる特徴をもっ。外面の口縁部から頚部にかけては指による不定方向の整形

痕が残る。外面胴部の底部近くには、深さ 0.7cm前後の 2カ所の窪みがあり、この 1カ所には

大きさ 7.3~8.7crn、厚さl.0 ~ l.4crnの不整形な陶片(カンナレ)が融着し、 1カ所にも付着痕が

認められる。

焼成は、組状の粘土津が付着する陶片の中程を境として内端となる口唇部からの上半は黒褐

~赤褐色の光沢のある軸のかかる真焼、下半は赤褐色の素焼きとなっている。また、外面の前

後は焼成時の火表と火裏を示すように紬の光沢が異なっている。底部近くの胴部下端にはヘラ

ケズリ調整が施されており、底面は網代状の文様になっており中央が窪んでいる。なお、外面

胴部の各所には布目が残り、さらに 1カ所には縄の圧痕が残る(第 16図右下)。内面には軸は

認められず、内面の口縁部から胴部中央にかけては粘土紐の輪積み痕を残し、胴部中央付近に

は指による斜め方向の規則性をもっ整形痕が認め

られる。胴部下半から底部にかけては遺骨や牡蛎

灰などの内容物が付着している。また、外面の口

縁部から頚部には目張りの石灰が付着しているこ

とから、口縁部と木蓋との隙聞には目張りを施し

ていた可能性がある。内面にも内端の口唇部から

頚部にかけて牡蛎灰が流れ落ちた痕跡が 5条認め

られ、内部の目張を流し込んだ際に生じたものと

みられる。

なお、嚢棺の容量を計測した結果、 89eをは

かる。焼成時の焼け縮みを考慮すると、当初は

90 e = 50升(5斗)入りの製品を目指した可能性

がある。

墓坑の埋土から出土した陶磁器は 10点を数え、 陶磁器

o 1:10 10cm 
』ニニZ 二二ニゴ

第15図聾棺内部の模式

その他の陶磁器はいずれも小片である(第 17図

8・9・11~ 14)0 8は唐津の皿の口縁部、 9 

は清の景徳鎮の碗か皿で、内面には波状線で区画

した花の文様をもっ。 11は景徳鎮の可能性があ

る碗である。 12は古伊万里の碗の口縁部で、外

面には 1条の圏線と笹の葉の文様をもっ。 13は

鍋島か古伊万里の碗。 14は珠洲系の徳利で赤茶

褐色の胎土をもっ。いずれの陶磁器も客土として

搬入された砂磯層から出土しており、内外面や割

口の各辺はかなり摩滅している。
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第16図 SK003墓坑出土嚢棺
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第 1次調査出土陶磁器第17図

宇IJこの遺骨を納めた嚢棺には 12枚の慶長小判が副葬されていた(第 18・19図、表6・7)。

小判は目張りの牡蛎灰を除去した下面に 2枚、薄い火葬骨層の除去後に 4枚、火葬骨層の中位

から 6枚が出土している。いずれも放射状を意図した平面配置が窺えるが、火葬骨内に斜位に

混入するなど不規則な出土状況を示している。

上半に上下に扇の外枠をもっ「五三の桐文j、各小判の表面には文様の異なる莫産自があり、

「壱両」、下半に金座を管理する後藤庄三郎光次の「光次」と花押が打刻されている。裏面には、

中央に光次の花押のほか、周囲には大小の極印が打刻されている。大きい極印は直径4~5mm

l個乃至2個が右下(右打)か左下(左打)に打刻され12を除く各小判に認められる。の円形で、

2個打ちの下の極印は吹付棟1個打ち又は 2個打ちの上の極印は金座年寄役筆頭印、ており、

また、裏面に不規則に打刻されている直径乃至一辺が 1~ 2mm内外の小さ梁印とされている。

い極印は両替印である。なお、各小判の形状と重さやに極印には固体差が認められ、小判すべ

ての表裏面の極印や莫産自には部分的に朱色の色彩が残っている。

貨室長小半Ijとともに嚢棺の内部に副葬されていた銭は、寛永通賓21枚(23点)と皇宋通賓 1枚があ

この銭は嚢棺の底面に敷かれていた寛永通賓 3枚以外にる(第 15・20・21図、表8・9)。

は規則性は認められず、火葬骨や小判と混在していた。緑青で覆われたすべての銭が火熱によ

このことか

ら遺骸とともに火葬した銭を再び集め、費棺に納めたものと考えられる。なお、融着していた
びん帥う

銭の状況から鱈紐で連ねていたものとみられる。寛永通賓は字体からいずれもいわゆる「古寛

さらに一部の銭は融着していることから、銭文が不鮮明のものが多い。り溶解し、

であるが、銭径の大きさや銭文の太さや書体の異なる銭で構成されている。刀く」

33 

皇宋通賓は(第20図13)真書で書かれた「宋」以外の文字は溶解しているため不鮮明である

が、宋を銭文にもつ銭は皇宋通賓だけである。



。 1 1 5cm 

第18図 SK003墓坑内聾棺出土小判(1 ) 
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。 1 1 5cm 

第19図 SK003墓坑内聾棺出土小判(2 ) 
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。 1 1 5cm 

第20図 SK003墓坑内聾棺出土銭貨(1 ) 
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第21図 SK003墓坑内聾棺(2 )及びSK001石坑、
床石下面、階段出土銭貨
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図版

番号

小判

寸法 (mm) : 
出土層位ト

i長さ| 幅 }享さ|

(g) :表刻印 (mm) : 裏刻印 ! 
両替印数

重量 |莫産自|真草日間隠|花押| 座人印・棟梁印 | 

18-1 慶長|嚢

18-2: " 

18-3 

18-41H l 

一十一一一一一一一ー一-r

18-[): " 
÷一一一→

18-6: " : 
19-7: " 

19-8 " 

19-9: " 

19-10 : " 
F
 

y
 

t
Eよ

1
ょ

Q
d
 

マt
ム

19-12 " 

表 6 出土小判の計測値

" 

内|7150j3840 i 045117729i粗い i約13i

i71.55 i 39.85 i 0.55 i 17.725 i万!約17i

i74.45: 38.95: 0.55 : 17.8461細い|約0.7: 

i72.85 : 38.35: 0.65 : 17.673 : 

|70.90 : 38.20: 0.60 i 17.733 i " 

171.05: 38.20: 0.65 : 17.7061H!約0.5: " 

172.95 : 38.30: 0.65 i 17.628i H 

!71叫38叫 0.70i 17川 iH 

171.75: 38.40: 0.50 : 17.703iN 

170.25: 37.85: 0.65 : 17.745: " 

i71叫 37叫 0651176911M

17430 i3885i 0501177391中庸 i約10i小 5 

" 

小|右打「さj・「仁」 1 4 

FF j左打「九|・「き|カ : 3 

"右左打「松」・「半j カ: 6 

yy i約0.5 ":右打「大J : 8 

l 約0.7:" "r J不明

" 
H 13 

" J 「波」カ

l約0.4 "右左打「上J・「上」
十一一一一一トー一一十

|約0.4大|左打「甚J

|約0.7 小 l右打 rJ不明

約0.4:大:左打カ

|約0.4 "左打 rJ不明

11 

12 

6
一
日
一

8
一
幻

" 

" 

" 

" 

" 

!なし" 

(岩手県立博物館分析、蛍光X線による半定量値であって、正確な含有量を示すものではない。小数点第4以下は四捨五入、単位:%) 

図版 Au Ag Al: Cu : Fe Ca Si Cl Ti : Na Pt Zn S 

番号 i 金 | 銀 |アルミニウム| 銅 | 鉄 !カルシュウムiケイ素|イオウ|塩素 |チタンiナトリウムi白金 j亜鉛

18-1 : 86.29 i 12.08 : 0.698 : 0.178 : 0.094: 0.064 

18-2 : 86.05 : 12.55 : 0.210 : 0.274 : 0.091 : 0.182 

0.267: 0.029 : 0.281 : 0.013 : 

0.260: 0.136 : 0.257 : 

0.374: 0.027 : : 0.204: 18-3 :84.60 : 14.10 : 0.116 : 0.416: 0.076 : 0.079 

18-4 :87.94: 10.45 : 0.259 : 0.162 : 0.089: 0.043 : 0.299 : 0.022 : 0.345: - : 0.386 

18-5 : 86.29 : 11.15 : 0.694 : 0.11 0 : 0.095 : 0.088 : 0.977 : 0.044 : 0.255 : 0.010 : 0.280: - : -

18-6 : 86.40 : 12.16 : 0.288 : 0.169 : 0.084 : 0.031 : 0.222 : 0.031 : 0.282 : 0.334: -

19-7 : 86.02 : 12.66 : 0必 3:0.085: 0.067: 0.030 : 0.278: 0.127: 0.244 : 0.012 : 

19-8 : 86.67 : 12.00 : 0.328 i 0.104 : 0.093 : 0.031 : - i 0.350 : : 0.395 : : 0.030 

19-9 : 87.79: 10.86 : 0.319 : 0.164: 0.071 : 0.056 : 0.374: 0.047 : 0.200 : 0.012: - -

19-10: 86.08: 12.47 : 0.324: 0.224: 0.071 : 0.034: 0.201: 0.031: 0.274: - : 0.286: 

19-11: 86.46: 12.24: 0.318: 0.112: 0.084: 0.053: 0.337: 0.136: 0.258: 0.011: -

19-12: 84.33: 14.85 : 0.093 : 0.273 : 0.107: 0.031 : 0.282 : 0.028: - : 0.010: -:  : 
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表 7 出土小判の金属組成



20-1 :寛永通賓 1

20-2 I 

20-3 :1  

20-4 : " 

20 5 

20-6 ; 

20-7 

20-8 : 

20-9 : 

図版

番号

l
l
l
I斗ナ
I
l
1
l
l
1
;
τ
2
I

nu--
つ中

t
E
ム

噌

E

上

寸

1
ム

ハ

U

n

υ

ハ

U

ワ

ム

つ

山

つ

山

銭文
i 寸法 (mm)(g)

出土層位 l

|外径|内径(穿):厚さ|重量

嚢内 !24.60: 5.00 : 1.15 : 3.12 : 

" :24.85: 5.35 : 1.20 : 3.19 : 

"26.05: 5.95 : 1.15 : 3.20 : 

H 125.5515.2511.10 13.07j " 

{蒲 考

古寛永「通J• r賓J溶解

" r賓j 不鮮明

" r賓」溶解

" ，25.20: 5.15 : 1.15 : 3.22: " r通」・「永」溶解

126.20: 5.20 : 1.15 : 2.87i " I賓」上部欠損

125.10 15.40 11.20j3.301 H 「寛j・「賓」溶解。 8と融着

124.70: 5.85 : 1.35 : 4.07 : " r賓J溶解。 7・9と融着

H :24.70: 5.30 : 1.15 : 3.09 : " r賓」溶解。 8と融着

H l H i2380i5601120 12881 N 「賓J溶解。 11と融着

123.85: 5.35 : 0.85 : 2.43i "4文字溶解。 10・12と融着

|25.50 i 5.55 i 1.15 i 3.521 1 「寛J・「通J溶解。 12・14と融着

i25.20: 6.30 : 0.95 : 2.511 北宋「宋」以外不鮮明。 12・14と融着

i25.35: 6.50 : 1.2o : 3.68 : 古寛永4文字溶解。 13・15と融着

124.00: 5.05 : 1.15 : 4.10 

125.55: 5.35 1.50 3.34 

H:  23.20: 5.90 : 1.25 : 3.34 

H 125.00: 5.35 : 1.45 : 3.16: " r永」上部欠損。 17・19と融着

i26.55: 4.90 : 1.20 : 3.31 : " r通」・「賓」溶解。 18と融着

124.45: 5.10 : 1.70 : " 21と融着

124.00: 5.20 : 1.05 : 5.601 1 20と融着

ff j欠損 l欠損:0.90 : 0.92 : " 5片

H : SK003A3層:24.35:5.30 : 1.15 : 3.18 : " 鮮明

yy :蹴床石下匝1a層:23.25: 5.25 : 1.15 : 2.25: " 文字不明瞭。かなり磨滅

YF i枇赫肝i漏i24001590i1151337" r寛J・「賓」不鮮明

"事前床石下面Ia届:21.80:6.90 : 0.65 : 1.10 1 新寛永文字不鮮明。かなり磨滅、悪銭

か i階段石l段目C層:25.05: 5.95 1.05: 2.74 I 背面「文」文字

/I(鉄銭):措段2段目jt1 a層:22.85: 6.35 : 1.55 : 2.63 : " かなり錆腐

，，(鉄銭)|階段3段目jtIa置:24.40: 6.30 : 1.25 2.35; yf 

，，(鉄銭): RD005Al層123.2516.46i1.4514751 H 

" 

" 
ー↓

T
1
3
3
1
2
E
I
-
-

↓
" 

" 

" " 

" 

" 

" " 

" " 
20-13 :皇宋通賓 " 
20-14 :寛永通賓

21-17 : 
_J_ 

21-18: 

21-19: 

21-20 : 

21-21: 

21-22 : 

21-23 : 

21-24 : 

21-25 : 

21-26 : 

21-27 : 

21-28 : 

21-29 : 

30: 

" 

" 「寛」・「通」溶解。 14・16と融着" " 

" 4文字不鮮明。 15と融着" " 

" 4文字不鮮明。 18と融着" 

" 

" " 

" " 

" " 

" 

" 

" 

表8 出土銭貨の計測値
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墓坑からの鉄製品(第22~26 図、表 10)は、嚢棺の内部に崩落した木炭層からの出土と墓坑 鉄製品

埋土からの出土にわかれる。いずれも火熱を受けているため非常に脆く、大半が折損している。

警棺の内部から出土した鉄製品は 12点で、器種はすべて釘の小片である。多量に出土した墓

坑埋士からの出土は多量で、木炭層となっている Gl・3 ・5 ・1"....，_，. 12層とH6・9 ・12層を主体

としているが、砂磯や粘土を主体とする層にも僅かながら含まれている。層ごとの内訳は上層

のF2層から 3点、 F4層から 1点、 F 21層から 4点。嚢棺の上面を覆う Gl・3 ・5層から 111

点、嚢棺胴部周囲の G8~12層からは 1 ，598 点、 G6層から 1 点、嚢棺下面のH2層から 1 点、 H

4層から 3点、 H6層から 201点、 H7層から 2点、墓坑底面に敷かれた H12層からは962点を

数え、このうち形状が判明する製品は総数2，906点のうち 952点(32，8%)である。

また、製品の器種は多様で、板金具(I類)・平鎧(II類)・煽止(ill類)・引手鑓(IV類)・丸鑓(V

類)・壷金(VI類)・釘がある。これらは形態によって細分され、釘はさらに合釘(刊類)・巻頭釘

(酒類)・切頭釘(区類)・平丸頭鋲(釘 .x類)とにわかれる。製品の内訳は、板金具 116点、平鑓

2点、煽止 3点、引手銀6点、丸鎧 7点、壷金21点、合釘 7点、巻頭釘59点、切頭釘707点、

平丸頭鋲25点で、これ以外の 1，941点は小片のため形状が不明な釘である。器種のうち、大型

の板金具は嚢周囲G9~12層と墓坑底面日 12層にわかれ、中型の平鑓・引手鐘・煽止はG9~12

層に集中し、小型の丸鎮・壷金・釘は各木炭層に多く含む傾向をもっ。

1 ~ 18は板金具である。いずれも厚さ 0，15~ 0，20cmの板を弧状に湾曲させているが、欠損 板金具

しているため全体形が判明する製品はない。また、摂れの認められる製品もあるが焼損や折損

にともなうもので、内外面には木質部や白色を呈する骨状の溶解した物質が付着している。

1~6 (I -a 類)は、幅 5 ，6cm前後の板を内外の板を湾曲させた製品で、いずれも外面から

直径 0.3cm内外の 2 個一対の穴を穿孔している。 1~3 は丸みをもっ端部で、 1 ・ 5 ・ 6 には

長軸2.25~ 2.40cm、短軸1.60~ 1.80 cmの長方形の窓が明けられており、 5には約 9cmの間

隔をもっ 2個の窓を明けている事からさらに連続していた可能性がある。 7~ 11(I -b類)は、

幅 3.0~3.3cmの製品で、この中央にはやはり直径 0.3cm内外の穴が穿孔されている。 7 に認め

られる穴の間隔は6.3cmをはかる。なお、 9 の穴には平丸頭鋲が打たれている。 12~ 18は、い

ずれも形状が不明な破片であるが、 a . b類いずれかに属する製品である。

19・20は平鑓である(II-a類)0 19は片側、 20は変形して両側の脚部を欠損しているが、 平 鑓

棟の長さはいずれも 10cm程の同じ規模の製品である。

21 ~23 は煽止で掛金とも称される製品である(ill-a類)。断面形は円形を呈し、全体形が 煽 止

残る 21の全長は9.3cmをはかる。 22・23は、同一個体が折損したものと考えられる。なお、

21・23には断面長方形の鑓部をP字状に丸めた壷金が接続している(VI-c類)。

24~28 は引手銀で、蕨手取手とも称される製品である。全体形のうち全長 14.7 cmの 引手鎮

24(IV -a類)、 11.1cmの25(IV-b類)、 7.8cmの28(IV-c類)の 3種類にわかれる。いずれも

柄の断面形は円形で24・25の端部は平丸頭に整形されており、柄には長い基部から脚部にか

けて二股に割れる壷金が接続している。 28はかなり変形しており丸鐘となる可能性がある。

29・30及び第24図31~35 は丸鑓である。外径が 7.1 ~7.2cmと大型の 29 ・ 30(V-a類) 丸 鎮

とこれより小型で2.7~ 2.9cmの 31~35(V-b 類)にわかれ、いずれにも引手鑓に接続する壷

金よりも短い壷金が接続している。
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36~43 は壷金である。引手鎮に接続していた大型の製品と丸鎧や煽止に接続していた小型

の製品があるが、折損しているため全体形の判明する製品はない。引手銀と丸鎧に付属する製

品は断面長方形の棒材を曲げて鎮部を造り、基部から脚部にかけては二股に割る事により、打

ち付ける材から抜けないように仕上げている。なお、基部から脚部の長さにより、 24~

27(VI -a 類)、 28 ・ 29 ・ 38~43(VI-b 類)、煽止に接続する 21 ・ 23(VI-C類)にわかれる。

36には板金具に付着した溶解物質、 38・43には別の壷金、 42には釘の脚部が接着している。

44~50 は合釘である。全長 10.8cmの 44(刊 b類)と 6.0cmの49・50(VlI-c類)以外は欠損

しているが、 45(刊 a類)は、残存する長さが 10.8cmであることから 3種類の製品が認めら

れる。なお、断面形はいずれも基部が長方形、脚部は正方形を呈する。

51 ~67 は巻頭釘である。頭部の造りは断面長方形の材に模を入れ、さらに平坦にのして折

り返す特徴をもち、脚部の断面は正方形となる製品である。なお、耳釘とも称されている。全

長11.7cmの51(VlII-a類)、 9.8cmの52(VlII-b類)の 2種類にわかれ、これ以外は折損している。

切顕 n 51 ~67及び第 26 図 112~175 は出土点数が最も多い切頭釘で、折損のない製品を図示し

た。なお、平釘とも称されている。巻頭釘と同様に断面長方形の材に模を入れ、折り返して頭

部を造り出しているが、巻頭釘ほど平坦にはせず、端部は偏平な台形~長方形となる特徴をも

っ。なお、脚部は断面正方形を呈している。全長の違いから大型の 8.5~ 9.8 cmの68・

69(医 -a類)0 6.8 ~ 8.0 cmで、 7.0cm前後を主体とする 70~74(区 -b類)04.9 ~ 6.3 cmで、

5.6cm前後を中心とする 75~ 88(区一 c類)0 3.9 ~ 4.8 cmで、 4.0cm前後を中心とする 89~

133(区一 d類)0 2.2 ~ 3.2 cmで、 2.8cm前後を中心とする 134~168(区 -e類)0 1.9 ~ 2.3 cmで、

2.0cm前後を中心とする 169~176(立- f類)とに分類可能である。なお、全長2.3cmで頭部に

明瞭な折り曲げが認められない 175(G類)も 1点出土している。 79・98には板金具や壷金にも

認められた溶解物質が付着する。

平丸頭鋲 176~191 は平丸頭鋲である。いずれの頭部も画鋲の頭部のように平坦で丸く造り出され

ており、頭部と接する基部から脚部先端にかけて細くなり、断面の形状が正方形または円形を

呈する製品である。基部~脚部の断面形により平丸頭釘とみることも可能であるが、いずれも

小さな製品で太さが異なることと、焼損や錆化により断面の形状が一定していない事から鋲と

して分類した。なお、基部の断面形は正方形であるが、脚部にかけて徐々に丸く整形して仕上

げる過程が観察できる製品がある。全体形の残る製品から全長 3.0cmの 176(X-a 類)と 2.4~

2.6cmで、 2.5cm前後の 177~179・181(X-b類)の 2種類に細分が可能である。

木製品 木製品は(第27図 1~6)、蓋と数珠玉、さらに煙管の羅宇と思われる製品がある。 1 は嚢

布製品
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の内部から出土した木製の蓋で、円形を呈する全体形の 1/4が残存し、内外とも腐食のため脆

弱になっている。樹種は、材が脆弱なため判別できない。周縁部は、幅と厚さがとともに 2.0

cm前後で、1.0cm前後中央部の厚さに比較して厚く造られている。復元される直径は 37.4cmを

はかり、歪みをもっ嚢口縁部の外径36.5~ 38.0 cmとほぼ一致する。なお、赤外線撮影をおこ

なっているが、墨書等はない。 2は墓坑埋土の木炭層となっている Gll層とH12層から出土し

た数珠玉で炭化しているため材質は不明である。 2と3の全体形はほぼ円形、 3と4は長楕円

形を呈する。ともに中央には0.3mm程の穴が穿子しされている。 6はGll層から出土した煙管の羅

宇と思われる炭化した円筒状の木製品で、吸口か雁首と思われる銅製品が巻き付いていた。

布製品は(第27図7)、Gll層から 1点出土している。 3.4X 2.3cmの小片で、炭化している。



瓦(第 28 図 2 ・ 4~7)は、墓坑の埋土から F g ・ 11 ・ 21 層から各 1 点と Gll 層から 2 点の合計 五

6点の破片が出土している。 2・4・5は丸耳の胴部である。 2の凸面はナデ、凹面は斜め方

向のコビキ痕と吊組痕、 4の両面にコビキ痕が認められる。 5は玉縁の一部が残存する破片で、

凸面にはナデ、凹面中央の窪みには布目を残しながら周囲には縦方向のナデやケズリ調整を施

す。 6は耳当文様が半分欠損している軒平瓦である。中心飾りは広い四葉文で、全体に摩滅し

ていることもあるが、葉の中心部は細く先端は丸みをもち、唐草は太い蕨手を片側に 2葉展開

させている。 7は平瓦で凹面にはコビキ痕、凸面には縦方向のケズリの後に横方向のケズリ調

整を施している。いずれも爆瓦で調整のコビキは盛岡城跡の古い耳にみられるコビキBである。

階段(第 14図、第 17図 17、第21図27'"29、表8・9)

階段は基壇石南側の中央に 1カ所設けられている。 5枚の踏面のうち最下面と基壇石に接し、 位 置

袖石で支えた最上面に広い面積をもっ踏石を用い、この中間の 3面にはやや小ぶりの踏石を梁

石で支えて構成している。解体前の階段の規模は東西(幅)2.51m、南北(長さ)1.96mをはかる。

階段の部材は最上段から順次解体撤去し、その後に地業士と基礎の精査を実施した。その結 地 業

果、部材解体時の撹乱も一部及んではいるが、地業土が大きく流失したため、踏石 2~5 段目

の下面が空洞となり、樹木の落葉による腐食土が堆積していた。この腐食土層の下面に地業土

を検出しており、底面は東西1.78m、南北2.23mの長方形を呈する土坑となっている。

地業土は、人為堆積ではあるが、作業工程を示す層相の違いにより大きく A~E の 5 層に大 埋 土

別される。 A層は、拳大よりやや小さい自然円礁を混入する褐色士を主体とする層で、植物の

根を含んでいる。 B層は、拳大やこれより小さい円礁とともに花闘岩の破片をわずかに含む褐

色~暗褐色の粘土を主体とする層。 C層が、拳大や円礁と花闘岩の破片をやや多く含む暗褐色

士で、わずかに粘性がある。 D層は、多量の花樹岩の大きな剥片を組み合わせ、これを固定する

ように小円礁を混入する黒褐色~暗褐色土層を含む塊状の赤褐色粘土を主体とした層で、 1・

2段目には幅20cm内外の矢穴をもっ長大な花崩岩を敷いている。さらに、 E層は、基壇石内

の墓坑上面に検出した地業土(E層)と共通する花闘岩の剥片を含む粘性のある砂磯層で、 E3 • 

E4層には大きな花闘岩の剥片を多量に含む。なお、 E層は基壇石の基礎地業になっている。

出土遺物には東側梁右の脇から出土した磁器 l点と銭 3枚がある。磁器(第 17図17)は、外 出土遺物

面に霜降状で深緑色の文様、内面には 2条の圏線を施す碗の口縁部から体部の破片である。銭

はいずれも寛永通賓である(第21図27~ 29)0 27は 1段目 C層上面から出土しており、背面

には「文Jの銭文をもっ。 28は2段目、 29は3段目の踏石北側の撹乱土から出土した鉄製の

寛永通賓で、ともに錆腐している。なお、出土した銭が新寛永であることから階段石改修の可

能性をもっ事を指摘しておきたい。

その他の出土遺物(第 17図 15・16、第29函4・5)

第 l次調査では、墓石を主体とする調査を実施したが、基壇石周囲の表土面から陶磁器、鉄

製品、石製品などを採集している。陶磁器は(第 17図15・16)、体部外面と高台部に薄い緑色

で圏線や針葉状の文様を描いた染付の磁器碗、 16は体部外面に鉄軸がかかる陶器の碗である。

石製品は(第29図4・5)、花闘岩で造られた玉垣柱の腰抜材の破片で、いずれも撃による整

形を施している。このほか、基壇石の南東側には扉の部材が散乱していた。
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2. 第 2次諦査の概要

( 1 )遺構の検出状況

第 2次調査は、古絵図に描かれている重直の墓所にともなう御霊屋や柵列などの区画施設の

有無と参道の範囲を確認するための補足調査である。遺構の検出は、墓石の基壇石周辺と墓前

にあたる南側については、表土の層厚が 0.05~0.23mと簿い事から人力で掘り下げたが、参

道は平成 6 年の階段改修や整地などの修景工事によって陶磁器や瓦磯を含む層厚 0.20~0.47

mの搬入士により堅い盛り土がされており、南端の階段に向かつて徐々に検出面が深くなって

いた。このため、一部では重機による表土の除去をおこなった。調査は原則として検出にとど

め、構造や時期などの性格が不明な遺構については保存を前提とした最小眼の精査を実施した。

基本層序 基本層序は、 1a層が落葉樹の堆積等による腐食土や撹乱層。 E層が明治から平成6年にか

けての造成土。 E層が江戸時代の享保年聞を前後する整地土。 W層が重直墓所の造成当初にと

もなう整地土。 V層が墓域造成前の旧表土である。

重直墓の位置する墓域(A区)は、東面する丘陵の傾斜地を削平し、谷側に盛り土をおこなっ

て造成をおこなっている。この削平地には鴬色~明褐色土の粘土を張って整地し、盛り土をお

こなった範囲には削り出した砂牒や粘質士を版築様に叩き締めて整地している。検出した重直

墓などのすべての遺構はこの整地土を掘り込んで構築されている。なお、整地土上面に堆積し

ている表土は墓域周辺に植生している栗やブナなどの広葉樹の落葉が堆積した腐食土で、当初

の墓地造成時の遺構の掘り込み面は、歩行により浸食された参道を除いて良好に遺存している。

第 2次調査 第 2次調査区は、重直の墓石周囲から墓域南端の階段までの参道及び利幹墓所と利雄墓所南

側の参道の一部で、調査面積は237.4m、調査期間は平成9年 11月4日から 12月5臼である。

検出遺構及び遺物 検出した遺構は、御霊屋跡 1棟、鳥居跡 3棟、門跡2棟、柵列跡6条、土坑 3基、溝跡 l条、

位 置

52 

参道跡 1条、柱跡6口である。出土した遺物は、陶磁器81点、貨幣 3点(寛永通賓 l点、 5円

硬貨と 10円硬貨各 l点)、鉄製品85点、鉄淳 15点、瓦6点、花嗣岩の石製品 l点と剥片58

点、安山岩の剥片 1点、縄文時代の削器 1点、平安時代のあかやき土器2点で、このほかレン

ガ、ガラス片が多数出土している。

( 2 )発見した遺構と遺物

SB01御霊屋跡(第30・31図)

重直墓石の基壇石周囲に検出した 12口の掘方から構成される建物跡で、御霊屋跡と考えら

れる。造成時の整地土である黄褐色の粘土層上面で検出した。規模は、身舎が3間四方で、さ

らに南側柱列中央の階段部分に 1聞の向拝をもっ単期の礎石建の建物である。主軸方向は

23.5
0

を示す。建物の礎石は掘方 14を除いて既に失われており、 5 cm内外の自然円磯や角礁

の根石を充填した掘方が残存している。なお、身舎の南西隅にあたる掘方は樹木のため調査区

外に広がる。



重複関係は、北西隅の掘方がSA009柵列跡に切られ、東側柱列の南から 3口の掘方は根 重複関係

石の抜き取りにともなって平面形が撹乱され、さらに赤褐色士の盛り土 (SXO01)がされ

ていた。なお、掘方 1は隣接する墓所の築造にともなって掘り込み面が大きく削平されたため

掘方の底面が認められるだけで、さらに O.4m内外の盛り土(IITa.b層)がされていた。また、

掘方 2・3・7・13も根石上層が大きく抜き取られて、掘方8は墓所の標識設置にともなう

撹乱を受けていた。礎石や根石が抜き取られていたため、明確な柱中央の位置は不明である。

想定される身舎の規模は、東西の総長が6.98m、南北の総長は7.08mと向拝の取り付く南北 規 模

側が広くなっている。また、各辺 3聞のうち、中央の 1間が広くなっている。各辺の推定され

る柱の芯々距離は、東西が2.20m'2.57m・2.20m、南北が南から 2.30m・2.58m・2.20

m、向拝は身舎から1.75m、基壇石の外周端からの距離は向拝(南)側が1.55m(5尺1寸)で、

他は1.35m(4 尺 5 寸)である。なお、基壇石の外周は一辺が4.24~4.26mであることから 14

尺で設計したとするならば、 l尺と 0.303mとなる。掘方の施工上の誤差や経年による歪みを

勘案したとして東西の間尺は、 7尺2寸・ 8尺 5寸・ 7尺2寸、南北は 7尺6寸・ 8尺 5寸・

7尺2寸、向拝は 5尺8寸の設計とみなす事が可能である。

掘方の平面形は、掘方 12が根石の抜き取りによって不整形を呈するものの、他の掘方はい 掘 方

ずれも方形~長方形を呈し、規模は一辺約 0.36~0.69mをはかる。土層断面の観察は掘方

2 ・ 6 ・ 8 ・ 10~ 13でおこなっている。掘方2・6・8・13は充填した自然磯の根石の隙

間に粒状の黒褐色土を含む褐色~暗褐色土となっており、掘方1O ~12は自然角磯を多量に含

む赤褐色土となっている。検出面からの深さは、掘方 2-0.18m、6-0.17m、8-0.10m、

10-0.07m、11-0.08m、12-0.12m、13-0.15mをはかり、底面はやや起伏がある。

掘方からの出土遺物はない。

SHOOl参道跡(第30'"32図)

重直墓所にともなう参道で、調査区南端の SB003鳥居跡から墓所の階段にかけて検出し 位 置

た。検出面は、墓域の整地にともなうN層上面である。墓石南側の階段から「激盟」までは平坦

となっているものの、墓石の南南東に位置する「激盟」から南側の SB 0 0 2鳥居までは不整形

な溝状を呈しており、南端にかけて序々に深くなっている。

規模は、上端幅が3.23~4.43m、下端幅は 3.08~4.02m、検出面からの深さは最深部の 規 模

南端で0.47mをはかる。なお、 SB 0 0 2から南側は利幹墓所の参道に影響を受けるためか

やや広くなっており、墓前はカーボンが広がり、踏み固められてかなり堅くなっている。また、

この南側の参道の底面も堅くしまっている。

埋土(IIa ~ c層)は、人為堆積となっている。 IIa層は、平成6年の墓地の修景工事にとも 埋 土

なう盛り土で、粒状の褐色土を含むかなり堅い黒褐色土で、層下面には落葉が堆積している。

IIb層は、小さな円礁を多量に含む堅い褐色土で、出土遺物から昭和の造成にともなう盛り土

とみられる。 IIc層は、北山地区で盛んに生産されたレンガを含む褐色士で、明治~昭和初期

の盛り土である。墓域の築造にともなって造成された墓所の土質は、角礁を含む粘質土のため、

藩政時代に墓前に参詣する人々や降雨により溝状に浸食されたものとみられる。

墓地外から搬入されたIIb層には多量の陶磁器、鉄製品、ガラス片が含まれ、 IIc層からは 出土遺物

レンガが出土している。陶器は(第33図4)は、外面に鉄紬のかかる摺鉢である。
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SH002参道跡(第30図)

調査区のほぼ中央に位置し、 I a層直下で検出した。調査区北東の利幹墓所から南西の利雄

墓所に通じる参道で、重複関係はSH001参道跡と SA008柵列跡を切る。

調査区内で検出した長さは 1 1.23m、幅は 0.19~0.37mをはかる。断ち割り等の精査は行つ

ていないため深さは不明である。

埋土は、検出面の観察からややグライ化した堅い暗褐色土で、ガラス片や花園岩の剥片が含

まれている。このことから墓所の区画が失われた以降から現代に至るまでの参道と考えられる。

SK004土坑(第30・31・33国)

重直墓石の南東に検出した土坑で、層厚 0. 1l ~0.16mの I a層直下で検出した。全体形の

およそ1/3は調査区外に広がっているため、平面形は明確ではないが、円形~楕円形を呈する

と思われる。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

規 模 規模は、上端は東西0.43m以上、南北0.81m、下端が東西0.21m以上、南北0.47mで、

検出面から底面までの深さは0.29mをはかる。

埋 土 埋土は人為堆積で、塊状の褐色土を含む暗褐色土を主体としている。

出土遺物 出土遺物には、磁器 1点と現代のガラス片がある。磁器は(第33図3)、外面に蝶などの文

位 置

様を施す湯飲碗である。

SK005土坑(第30・31・34図、表8・9)

重直墓石の北西に検出した土坑である。遺構の掘り込み面は Ia層上面であるが、検出面は

illb層及びNb層下面の地山となる砂磯層上面である。なお、 illa層は小塊状の暗褐色土と黄

褐色土との混合土で、花嗣岩の剥片を多く含む。 illb層は小塊状の暗褐色土を含む褐色土で、

いずれも重直の墓石北西隅にだけに検出された整地土である。また、 W層は当初の墓域の築造

にともなう整地土で、土坑はこれらの土層を掘り込んで構築している。

復元される平面形は、不整形を呈しており、起伏がある底面から壁中位にかけてはテラス面

をもっ中端をもって緩やかに立ち上がる。

規 模 規模は、上端が一辺1.7m以上、中端が径 0.55~0.66m、下端は径 0.39~0.44mで、掘り

込み面から底面までの深さは0.46mをはかる。

埋 土 埋土は人為堆積で、 Al層は粒状の暗褐色土を含む褐色士、 A2層は赤褐色土を主体として

おり、ともにしまりのない土質である。

出土遺物 埋土から花闘岩の砕片や鉄津とともに鉄製の寛永通賓 1点、釘や模など鉄製品 10点が出土

しており(第34図18~ 24)、重直墓所周囲の墓構築に伴う破棄材を埋めた遺構と考えられた。

S C 00 1焼土(第30図)

位 置 重直墓石の南南西に位置する。焼土とカーボンが全面に広がる遺構で、層厚 5cm内外の Ia 

規 模 層直下で検出した。平面形は、南北に長軸をもっ不整形を呈し、規模は東西 0.91~ 1. 15m、
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南北1.88mをはかる。墓前供養にともなう遺構と考えられるが、断ち割り等の精査をおこな

っていないため、構築された時期は不明である。なお、検出面からはガラス片が出土している。



S X 0 0 1整地土(第30・31函)

重直墓所東側の 1a層直下で検出した。 SB 0 0 1御霊屋跡の東側柱列を構成する掘方 位 置

10・11・12の根石抜き取り穴に充填され、さらにこの掘方から調査区東端にかけての不整

形な範囲に盛り土されている。なお、重複関係は、 SA009柵列跡に切られる。検出した規 規 模

模は、東西0.90m以上、南北7.72m、層厚は最大0.13mをはかる。

埋士(illc層)は、地山を構成する小角磯や花嗣岩の剥片を多量に含む赤褐色土で、この位置 埋 土

にだけ検出した盛り土による整地士である。なお、他の遺構の埋土ではSK003のF3層や

SK005のA2層が相当する。

以上のように、利幹墓所を区画する柵列跡の内部にだけ検出されていることから、利幹墓所

の築造にともなうものと考えられる。なお、出土遺物はない。

SA008・009・011----014柵列跡(第30----33図)

調査区東側に位置し、利幹墓所の区画にともなう柵列跡である。いずれも 1a層直下で検出 位 置

している。利幹の墓石の南正面に検出した SB005・006門跡を境として南辺の西側を区

画する SA007、東側がSA010。西辺はSA008、北辺がSA009である。さらに

SA008に接続して、重直墓石の北側がSA011、南側がSA012・013・014に

わかれるが、時期の変遷は認められない。

重複関係は、 008が重直の基壇石の掘り込み地業土、 009がSB 00 1掘方9を切って 重複関係

いる。また、 007・010はSB006と接続するが、 SH001との新旧は明確で、ない。

なお、基壇石の掘り込みは基壇石縁辺部から 0.04~0.26mの範囲に検出している。

090・010と東側の区画が未検出であるが、想定される範囲は利幹墓石と SB005・ 規 模

006門跡を南北中軸線とした場合、東西 11.8m、南北23.6mの長方形の区画である。 o0 

7 ~ 0 1 0 は幅 0.35~0.60m、深さ 0.25~0.30mの溝状の布堀を構築し、角柱を埋設した

ものである。この痕跡となっている角柱の太さは一辺 0.15~0.20mのほぼ方形で、角柱聞の

芯々距離はおよそ 0.5~0.9mの間隔で、配列している。なお、 011は重直墓北側の東西方向

に構築された総長2，72mの柵列、 012は南側に構築された総長1.62mの東西方向の柵列で

ある。柱痕跡はやはり方形~長方形を呈し、 0.5~0.6mの間隔で埋設されている。精査をお

こなった 011の掘方埋土は、 008掘方埋土に切られているが、 011・012に連なる遺

構がない事から 008を支えるための施設で、掘方埋士の新旧関係は構築の時間差と捉えられ

る。 013は、「寛文五年九月十二日Jの銘が刻字されている「激盟jの南側に検出した 1基の掘

方で、角柱の柱痕跡が認められる。なお、掘方は 008布堀に切られるている。また、 014 

は各 1口の角柱と円柱の痕跡が認められる 1口の掘方であるが性格は不明である。

掘方の埋土は、粒~塊状の褐色~黄褐色土と黒~暗褐色土との混合土で、自然円傑と角礁を 埋 土

含む。柱痕跡の埋土は、しまりのない粒状の褐色~黄褐色土を含む黒褐色土を主体としており、

自然円磯や花闘岩の剥片が混入している。

遺物は 008の柱痕跡と掘方から磁器と 009から鉄製の釘と模が各 l点出土している。出 出土遺物

土した磁器(第33図 1・2)の 1は、外面に染付の文様を施す碗。 2は、外面に黒褐色の鉄軸

のかかる碗の体部である。
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第30図 SA008・009・011"'014柵列跡、 SB001御霊屋跡、 SC001焼土、 SD001溝跡
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第31図 SA008・009・011"'014柵列跡、 SB001御霊屋跡、 SD001溝跡
SH001・002参道跡、 SK004・005土坑、 SX001整地土土層断面

SD001溝跡(第30・31・34図)

4m 

重直墓石の南西4.57mに位置する溝跡で、層厚 5crn内外の 1a層直下で検出した。平面形 位 置

は南北に長軸をもち、北端では西側に屈曲している。

規模は、東西1.l3~ 1.32m、南北 3.35mをはかる。遺構上面から底面にかけては 5~20 規 模

crn内外の多量の自然円礁が充填されている。断ち割り等の精査を行っていないが、上端から一

部検出した底面までの深さは 0.02~0.06mと浅い構築となっている。なお、位置関係から利

雄墓所にともなう区画施設としての可能性が想定できる。

遺物は、鉄製の釘が5点出土しているが、いずれも小片である。 出土遺物

S B 002鳥居跡(第32・34図)

調査区南端に検出した 2口一対の掘方で構成される掘立柱の鳥居跡である。検出面は明治以 位 置

降の盛り土である IIc層下面で、掘り込み面は墓域の整地土となるIV層上面である。西側の掘

方 1の平面形は長楕円形を呈し、規模は長軸1.16m、短軸0.61mをはかり、柱痕跡は径0.33

m内外の円形を呈する。また、東側の掘方 2の平面形は長方形を呈する。長軸1.29m、短軸

0.66m、柱痕跡は径0.37mの円形である。柱痕跡の芯々距離は1.90m(6尺3寸)、柱聞の距

離は1.57mをはかる。柱痕跡の中央は重直墓石の南北中軸線と主軸方向を揃えており、 SB

001御霊屋跡の向拝南側からの距離は 14.43m、基壇石南縁部からは 17.70mをはかる。

精査は、掘方 2 でおこなっている。掘方の深さは検出面から 0.61~0.70mをはかる。底面

はやや起伏があり、壁は北側が緩やかに立ち上がるほかは直壁となっている。柱痕跡は、掘方

底面から 0.08m深い柱の圧痕となっており、底面から内側へ約7。の転び(傾き)が認められた。

柱痕跡の埋土は、地山層を形成する粒状の黄褐色土をやや多く含むしまりのない黒褐色~暗 埋 土

褐色土で、最上層は塊状の褐色土と黄褐色土の混合土となっている。掘方の埋士は、旧表土(V

層)の暗褐色土や花崩岩の剥片を含む黄褐色土と明黄褐色粘土との混合土で、粗い版築となっ

ている。

出土遺物は、掘方 2 の柱痕跡から釘と模の鉄製品の小片が 5 点出土している(第 34 図 1~ 出土遺物

4)0 1・2は切頭釘、 3は木質部が付着する巻頭釘、 4は模である。
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埋 土

S B 0 0 3鳥居跡(第32・34函)

調査区南端の SB002鳥居跡の南側に検出した 2口一対の掘方で構成される掘立柱の鳥居

跡である。検出面はIIc層下面で、掘り込み面はW層上面である。西側の掘方 1の平面形は楕

円形を呈し、規模は長軸1.62m、短軸1.27mで、柱痕跡は径O.37m内外の円形を呈する。ま

た、掘方2は径1.38~ 1.48 mをはかり、平面形はほぼ円形を呈する。柱痕跡は径0.42m内外

で、柱痕跡の芯々距離は2.78m(9尺 2寸)、柱問の距離は2.35m、 SB 0 0 2と003の柱

痕跡中央間の距離は3.51mで、 002と同様に重直墓石の南北中軸線と主軸方向を揃える。

なお、 SB 0 0 1御霊屋跡の向拝からの距離は 17.9m、基壇石南縁部からは21.2mをはか

る。

精査は、掘方 2 でおこなっている。掘方の深さは検出面から O.74~O.82mをはかり、底面

中央には東西の幅 O.70m、厚さ O.12~O.20m花園岩が礎盤として置かれていた。この礎盤の

上面は撃により平坦に加工され、縁辺部には幅20cm内外の矢穴があり、さらにハツリによっ

て整形されている。掘方の壁は緩やかに立ち上がる。柱痕跡は礎盤上面から内側へ約 13
0

の転

び(傾き)が認められた。

柱痕跡の埋土は、地山層を形成する粒状の褐色土を多く含むかなりしまりのない暗褐色土で

ある。掘方の埋土は、地山を形成している暗褐色土と褐色土の塊状混合土である。粗い版築状

を示すが、小円蝶(河原石)や花闘岩の剥片を多量に含んでいることもあってしまりはない。

出土遺物 出土遺物は、掘方 Iの柱痕跡検出面から釘 1点、掘方2の柱痕跡埋土からは釘6点の鉄製品

イ立 置

(第34図 5~ 9)のほか腐食した木材片が出土している。 5は頭部と脚部先端を欠損する釘の

基部、 6は脚部を欠損し、木質部が付着している巻頭釘、 7は頭部を欠損する釘、 8・9は脚

部を欠損する切頭釘である。

S B 0 0 4鳥居跡(第32図)

調査区南端の SB 0 0 3鳥居跡の南側に 2口の掘方を検出しており、一対で構成される鳥居

跡である。検出面はIIc層下面で、掘り込み面はW層上面である。掘方の全体形や柱痕跡は調

査区外に広がるため不明であるが、検出した平面形から一辺1.05m以上の正方形~長方形を

呈すると思われる。土層等の精査は調査区端に設定したトレンチでおこなった。東側の掘方の

深さはO.81mをはかり、底面はほぼ平坦で壁は底面から緩やかに立ち上がる。想定される掘

方間の中心と 003との距離は 1m強で、重直墓石の南北中軸線から1.5mほど東側に偏する。

埋 土 掘方の埋土は、粒状の暗褐色~黒褐色士をやや多く含む塊状の褐色士で、粘性はさほどなく、

位 置
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小円擦の混入は僅かでしまりがある。出土遺物はない。

S B 0 0 5門跡(第32図)

重直墓所の東側に位置する利幹墓所にともなう 2口一対の門跡である。南側には1.25mの

距離をおいて SB006とした 2口の掘方を検出しているが、本柱と控柱の4口から構成され

る薬医門とすると、控柱となる 005の柱痕跡が太いことと、掘方理士の相違から新旧 2時期

の棟円と想定した。検出面は、 1 a 層及び、現代の通路の埋土となる 1b層直下で、墓所の整地

層であるNa~f 層を掘り込む。なお、掘方 1 の柱痕跡中心から1.25m西側には柱穴があり

区画施設となる可能性がある。また、 005の北側に4口の根石をもっ掘方を検出している。



掘方の全体形は、ともに方形に近い多角形を呈する。西側の掘方 1の規模は東西1.17m、 全体形

南北1.15mをはかり、柱痕跡は一辺O.55mの方形を呈する。東側の掘方 2は、東西l.21m、

南北l.08mで、柱痕跡は一辺 O.52~O.60mの長方形を呈している。柱痕跡の芯々距離は、

2.72m(9尺)、通路となる柱間の距離は2.15mをはかる。さらに、利幹墓所の基壇石南端か

らの距離は 15.2mをはかり、掘方間の中心と墓石の南北中軸線は一致する。なお、検出した

掘方聞の中央からやや西寄りには、径O.65m内外の不整形な範囲で、赤褐色の朱を検出した。

精査は、幅O.25mの東西方向のトレンチを設定して土層等を観察している。西側の掘方 1

の深さは検出面からl.06mをはかり、底面には厚さ O.15m、幅O.37m内外の花闘岩を礎盤と
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第32図 SA007・008・010柵列跡、 SB002，，-，004鳥居跡、 SB005・006門跡、
SH001・003参道跡、 SK006土坑及び土層断面
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して用いて柱を乗せている。底面はやや起伏があり、壁は整地土の崩落によりやや内湾ぎみに

立ち上がる。壁はほぼ直壁である。東側の掘方 2 の深さは検出面から1.16~ 1.l 9mをはかり、

底面にはやはり厚さ 0.22m、幅0.17m内外の花闘岩の礎盤を用いて柱を乗せている。ともに

柱の転びは認められない。底面はほぼ平坦で、壁は内湾ぎみに立ち上がる。

埋 土 柱痕跡の埋土は、粒~塊状の褐色~黒褐色土をわずかに含むしまりのある明褐色土。掘方の

出土遺物

位 置

埋士は、黒褐色~暗褐色土を多く含む褐色土で、組い版築となっている。

出土遺物は掘方 1の柱痕跡検出面から 1点、掘方2の柱痕跡検出面から 3点の鉄製の釘が出

土しているが、いず、れも小片である。

S B 006門跡(第32・34図)

005の南側に検出した 2口一対の掘方で、掘方の西側は利幹墓所の区間施設となる SAO

o 7、東側は 010柵列跡と接続する門跡である。掘方の平面形はともに楕円形を呈しており、

南北に長軸をもっている。規模は、西側の掘方 1が東西0.96m、南北1.16m、柱痕跡は、一

辺 0.40~0.43mをはかり、平面形はほぼ方形を呈する。また、東側の掘方 2 は、東西1.18m、

南北1.32m、柱痕跡は一辺 0.40~0.45mをはかり、平面形はほぼ方形を呈する。柱痕跡の

芯々距離は2.75m(9尺)、通路となる柱聞の距離は2.33mをはかる。 005同様、利幹墓石

の南北主軸線と一致し、利幹墓所の基壇南端からの距離は 16.45mをはかる。

埋 土 遺構は検出だけに止めており、断ち割り等の精査はおこなっていないが、検出面の観察によ

出土遺物

位 置

る掘方の埋土は自然円磯を多量に含む褐色~明褐色土が主体となっている。柱痕跡の埋土は、

粒~塊状の褐色~黒褐色土をわずかに含むしまりのある明褐色土となっている。

出土遺物(第34図10~ 15)は、掘方の検出面から 7点の切頭釘と 1点の丸頭鋲などの鉄製品

が出土しているが、いずれも欠損している。

SK006土坑(第32図)

SB002の西側に検出した士坑である。全体形は南北に長軸をもっ不整な長方形を呈する。

検出面は 1a 層直下で、掘り込み面はV層上面である。規模は、長軸 3.19m、短軸 0.49~

0.69m、検出面からの深さは 0.08~0.02mをはかる。

埋 土 埋士は、粒状の黒褐色土をわずかに含む軟質の暗褐色土である。出土遺物はない。

陶磁 器
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その他の出土遺物(第33・34図)

表土(Ia)層や現代の盛り土の整地(IIa.b)層などからは多くの遺物が出土している。 1a 

層からは陶磁器42点、古代の土器 2点、鉄製品40点、鉄津 3点、瓦6点、現代の硬貨 2点

(5円・ 10円)のほか花闘岩や安山岩の剥片38点のほか、レンガやガラスの破片がある。この

鉄製品には合釘 1点、巻頭釘 3点、切頭釘 9点、平丸頭釘2点、丸頭鋲 I点、模 3点、棒 2点、

針 1点、玉垣の笠石を連結する蝶板2点などがあり、これ以外は器種が不明な小片である。ま

た、聖寿禅寺以外の墓地からの搬入土である E層からは陶磁器39点などが出土している。

第33図5~16 は陶磁器である。 5 は肥前染付の磁器碗で、外面には青色で網目文様が描か

れている。 6 は国産の染付皿で、外面には青色で層線、内面にも文様が描かれている。 7~



10も国産の染付碗で、青色により草木文様が措かれている。 11は国産の染付の鉢で、内外面

に文様が描かれている。 12は外面に薄緑色、内面には薄茶色の軸薬がかかる尊式花瓶である。

13は器種が不明な陶器で外面には濃淡のある茶色の紬がかかる。 14も陶器で外面には薄茶色

の紬薬が施されている。 15は肥前染付の大皿で、外面には草木文様と圏線、内面には草木文

様が描かれている。また、 16は肥前染付の磁器碗で、内外面に梅花の文様が描かれている。

第 34 図 25~41 は遺構上面やその周囲から出土した鉄製品である。 25~27 と 32~36 は 鉄製品

切頭釘で、 25には別の釘が付着している。 28は巻頭釘。 29は頭部が半円形を呈する丸頭釘。

30・ 38・ 39は模。 31は木質部が付着する合釘。 37は頭部に環をもっ針状の製品。 40・ 41

は玉垣柱上部に乗る笠石を連結する蝶板である。

工竺 W 64 • (_コ3 ζ》
4叩 1.Ual!!) 三アグ

V7てU

脚、c 2ゎ1 (SA008・柱痕跡A層)

に>J0 5(SHOOl .U a1冒) 6(北東 Ia層)
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第33図 第 2次調査出土陶磁器
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E 調査 の ま と め

1 .重直の墓石

聖寿禅寺は、南部家の墓所としても初めて整備された寺践であり、重直墓所は盛岡に初めて

埋葬された藩主の墓である。重直治世下の寛永 13年(1636)に落雷により盛岡城本丸が被災し、

文書類が本丸の諸建物とともに消失するなどしたため、これ以前の藩や南部家に関する記録が

少ない。今回の調査は、当時豊かだ、ったとされる藩の財政状況や火葬と想定される葬礼方法な

ど現存する古文書では得られにくい資料の確認を目的としたものである。ここでは、重直の墓

石と検出した遺構と遺物について総括する。

重直の五輪塔は、空輸、風輪、火輪、水輪、地輪と、この台座となる反花座と上下の台座か 五輪塔

ら構成されているが、空輪は上から宝珠、請花、九輪、請花などの棺輪、風輪は露盤からなり、

さらに、格狭間をもっ反花座や台座など層塔や宝塔、多宝塔、宝僅印塔の構成要素を多分に取

り入れた墓石となっている。また、 4面に浮き彫りをもっ露盤や地輪(基礎)の下面に反花座を

置く形式は関東以北に多く認められるものである。

五輪塔の形式は、藩主や室に限られ、聖寿禅寺と東禅寺に葬られている即性院(重直)のほか、

寛文7年(1667)没の林光院(重直娘)、寛文11年(1671)没の大智院(重信側室)、貞享元年(1684)

没の清浄院(行信正室)、安政4年(1857)没の光雲院(不IJ済側室)の4基と光台寺の源秀院(利直正

室)の 5基で、いずれも同様の形式である。

なお、江戸の菩提寺である金地院には、正室などの五輪塔が多く築造され、嫁す前の大名家

の特色や石工などの地域性を反映するように墓石ごとに異なる形式となっている。また、聖寿

禅寺や東禅寺の墓石の大半は、市内の内丸や築川から産出される特色のある花闘岩で造られて

いるが、林光院のように石巻産の安山岩を用いた墓石もある。

五輪塔の地輸には、「揖舘即性院殿前城品太守三峯宗玄大居士神儀jと法名(牌銘)が実リま 法 名

れている。贈(法)号は即性、院号は高貴な人物を示す最上位の院殿、故人の徳を示す道号(贈

位)は山城守であったことから前城品太守、最重要部分となる法名は三峯宗玄、学徳の高さを

示す位号が大居士となっている。また、損舘は館を捨てることの意で、死去した人を指し、神

儀は神式を示すと考えられる。聖寿禅寺及び東禅寺に葬られている 2代利直から藩政時代末期

の利済までの墓石に刻まれている法名を概観すると、指舘÷贈号十i完殿+道号+法名+位号+

神儀の称号は 3代重直・ 7代利幹・ 8代利視・ 9代利雄・ 11代利敬・ 12代利用(先代、後

代)・ 13代利済の 8名。また、指舘十贈号十院殿+道号+法名十位号の称号は、 2代利直・ 5

代信思・ 10代利正の 3名。さらに、贈号+院殿十道号+法名÷位号は4代重信と 5代行信の

2 名である。なお、重信と行信の法名は、家老席日誌である『雑書~ (元禄 15年7月6日条、

同10月11日条)によると損舘と神儀が付与されているが、墓石には刻まれておらず矛盾を生

じている。これは両者の墓石を覆う御霊屋や墓石が寛保4年の落雷により焼損し、後に再築造

したことによるもので、本来の墓石には刻まれていたと想定できる。
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第 1次調査

第 2次調査

2. 発見した遺構

重直墓所本体の第 1次調査では、石坑 1基(SK001)、土坑(SK002)、墓坑 1基(SK003)を検

出した。いずれも重直墓所の主体部を構成する遺構で、五輪塔を含めた構築順序は以下のとお

りである。

① 重直の墓所は、最初に丘陵斜面を切り盛りし、整地した造成面に長方形の墓坑 (SK 0 0 

3) を構築する。墓坑の底面から 0.40~0.45mの厚さに火葬にともなう木炭や造成時に採

掘した地山の粘土、及び、墓地以外から搬入した砂擦を交互に敷き固めて(版築)地業をおこな

い(日層)、層上面に遺骨を納めた棄を埋納する。さらに、この周囲を粘土で固定し、木炭や

砂礁で嚢周囲と上面を覆う(G層)。この上層は砂礁と粘土を交互に敷き固めて墓坑全体を埋

める(F層)。なお、嚢の埋納位置は墓坑の中央やや北寄りで、ほぽ塔の直下にあたる。

② 花園岩の石塔基壇石と階段は、掘り込み地業をおこなった後に設置し、墓坑上層を厚さ約

0.3mの砂礁を主体とする層で整地する。この砂磯層と掘り込み地業は共通している(E層)。

なお、遺構の重複関係からは墓坑の構築(遺骨の埋納)と基壇石の構築との時間差は明確では

なく、墓坑の構築が丘陵の造成後にすぐ行われたのか、『吉凶諸書留御凶事ー』に記述され

ているように寛文五年の墓石普請の起工にともなって行われたのか明らかではない。ただし、

墓域全体の造成面に整地される土(N層)は基壇石の地業土によって切られている。

③ 基壇石内部(墓坑上面)に現場での石塔構築の際に発生した花崩岩の破片(D層)を敷き詰め

る。なお、労力を反映するかのように大きい破片は内部の基壇石周辺、小さい破片は中央に

集中させている。

④ 基壇内の花園岩層の上層は、拳大の磯を混入した砂擦と粘質土により粗い版築状に敷き固

める(C層)。さらに、五輪塔の下段台座にあたる部分と比較してやや広い範囲に基礎地業の

ための士坑(SK002)を構築し、大きい擦の混入の少ない砂を充填して埋める(B層)。

⑤ 塔下段台座及び、床石の厚みに合わせて砂磯の深さを調節し、花園岩の小片や河原石の円磯

を基礎として下段台座を据え、床石を敷く。

@ 下段台座は4個の部材で構成する。台座の中央は穴になるように組む(SKO01)。この

穴は台座を据える前に穿孔し、その内部に充填された砂礁を含む砂質の埋土(A層)には寛永

通賓 1枚を埋納する。重直の後継藩主4代重信は、後に幼少時の前髪や側室の束髪を追葬し

た記述が『雑書』にあり、重直墓所でも寛永通賓とともに遺存しない有機質の供物などを埋

納した事が想定できる。

⑦ 上壇台座を乗せ五輪塔、次いで基壇周囲の玉垣を据える。

第 2 次調査では墓所の外構にあたる御霊屋跡 1 棟(SB001)、鳥居跡 3 棟(SB002~4)、門跡

2棟(SB004・5)、柵列8条(SA007~ 014)、参道跡 3条(SH001~ 003)、士坑 3 基(SK004~

006)、溝跡 1条(SD001)、焼土遺構 1カ所(SC001)、整地土 lカ所(SXOOl)を検出した。

御霊屋跡 御霊屋は、『北山聖書寺全図』など古絵図には描かれておらず、検出によって存在を確認し
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た。構造は、身舎が3間四方で、さらに南側中央の階段部分に向拝をもっ礎石建の建物である。

古絵図の他の藩主の御霊屋は四面の屋根に宝珠をもっ宝形造の形式と切妻か入母屋形式があ

り、概して宝形造の墓所の築造年代が先行している。現存する建物としては南部利直と利康の

御霊屋(青森県南部町正寿寺所在)があり、規模は異なるものの同形式の建物が想定できる。



重直の御霊屋は、寛政6年(1794)から享和 2年(1802)までの期間に記録された『北山聖書

寺全図』には、既に描かれていないことから、比較的早い時期に滅失したものと考えられる。

なお、文化 9・10年 (1812・1813)年に 12代利用(後代)と廃嫡になった利謹の御霊屋を築造

した際の『養徳院様鱈雲院様両御霊屋御普請御入方積控帳』が残されており、御霊屋を建築

する際の資材や経費を知ることができる。また、聖寿禅寺の五重塔には利謹と利済の御霊屋に

掲げられていた扇額が残されている。大きさはともに縦 118cm、横68cmで、贈号と額縁に金

箔を施した格調高い扇額である(第9図版)。

2棟検出した鳥居跡は、いずれも重直墓所の南側に検出した掘立柱の建築である。新旧関係 鳥居跡

は不明である。門跡2棟と 8条の柵列はいずれも利幹墓所にともなう区画である。『北山聖書 門跡・柵列跡

全図』と『聖書寺御霊屋之図』、及び r聖書寺御廟所之図』に描かれており、 SB006門跡

にともなう柵例の規模は、東西 11.8m、南北23.6mの区画であったことが判明した。なお、

006とSB005との新旧関係は不明であるが、 006は南側の区画だけを改修したもので

ある。この柵列と SX001整地土は、重直墓所の御霊屋跡の掘方を切っている。

3条検出した参道跡のうち SH001は、重直墓所にともなう参道である。墓域築造当時か 参道跡

ら藩政時代にかけての路面は、参拝により削平されているものの住時の状況は良好に遺存して

いる。なお、 002と003は柵列や門などの区画が滅失した以後から現代までの参道である。

焼土遺構は 1カ所検出しており、位置関係から重直墓所にともなう遺構と想定できる。検出 焼土遺構

面からはガラス片が出土しているものの、墓所造成時の整地土(N層)が焼けていることから墓

所築造当初から連綿と使われていた可能性がある。

3基の士坑のうち、 SK005は墓域の造成面に盛り土された土(ill層)を切る士坑で、鉄製 土 坑

の寛永通賓が出土していることから元文4年(1739)以降の構築である。埋土には花嵐岩の破

片や釘、さらに鉄棒などが多量に含まれていることから重直墓所周囲の墓石築造にともなう遺

棄材を埋めた遺構である。 SK004は現代、 006は時期不詳の土坑と考えられる。

溝跡は 1条検出している。位置関係から利雄墓所に伴う遺構に想定されるが、構造は明らか 溝 跡

ではない。古絵図には利幹墓所同様、重直と利雄墓所にも柵列による区画が描かれていること

から、調査ではこれらの区画施設の検出に重点をおいて精査をおこなったが検出されなかった。

なお、重直墓所を構成している石材各部には矢穴が刻まれていた。この矢穴が認められた部 矢 穴

材数は、埋蔵施設が床石 10個、下段台座4個、花嵐岩層44個、階段が地業土に混入する破片

5 個、西側の梁石 l 個の計 64個で、矢穴は 256個を数える。これらの矢穴の上端幅は、 4~

6 cmが主体を占めるが、 10~16cmの大きな矢穴も僅かながら混在している。小さな矢穴は、

盛岡城跡の石垣矢穴と比較するE期にあたる寛文 7年から貞享年間の矢穴と一致し、大きな矢

穴は、 E期にあたる元和 3~5 年の石垣にみられる特徴である。重直の亡くなった寛文4年頃

が大小の失穴の混在する時期とみるか、石工によるの違いかは今後の検討を要する。

3. 出土した遺物

l次調査で出土した遺物は、陶磁器36点、土器 13点、貨幣は小判 12枚、銭貨29枚。鉄製

品2，956点と鉄津 11点。銅製品は煙管の破片と思われる破片が4点。花園岩製の石製品が 7

点、石器 1点。木製品は木蓋 I枚、数珠 7点、煙管の羅宇 1点、繊維 1点、瓦20点、目張り

の牡蛎灰 l点がある。このほか白然遺物として多量の木炭、貝 1点、胡桃60点と現代のガラ
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ス片出土している。また、 2次調査では向磁器81点、土器 l点、銭貨 3枚、鉄製品84点、鉄

津15点。石製品とその剥片が61点。瓦6点のほか煉耳目点などがある。

陶磁器 出土した陶磁器は、墓坑や墓坑上層の整地土と墓前供養にともなう 1a層からの出土にわか

れる。墓坑と整地士から出土した陶磁器には、肥前・唐津・志野・常滑などの国産陶磁器と明

代から清代初頭の輸入陶磁器など碗、皿、徳利、警の破片26点が出土しており、これらは 17

世紀初頭を前後する製作年代が与えられる。いずれも墓所以外から搬入された砂礁に混入して

おり、割口の各片は摩滅している。なお、墓石や階段の隙間に堆積した腐食土からは 17世紀

以降から明治までの陶磁器が出土している。また、 2次調査では、 SA008の柱痕跡と SK

004埋土から 19世紀代の磁器が出土しているほか、表土には 17世紀後半から現代にいたる

陶磁器が多量に含まれている。

霊童 棺 出土した嚢棺は、常滑の大嚢である。近年の近世墓の調査で資料が増加しているが、近世初

頭の製品は、製作年代や供給先の資料が之しいのが現状である。大名家墓所から出土した常滑

の嚢棺としては、伊達綱宗(正徳元年(1711)嘉去)墓所が知られている。重直墓所から出土した

嚢棺も嘉去年が判明することから、これまで大まかに 17世紀初頭前後から 18世紀前半に位置

づけられていた同型式の製作年代や流通を解明する資料となろう。

貨 幣 遺骨が納められた嚢棺からは小判 12枚、寛永通賓21枚、皇宋通賓 1枚などの貨幣が出土し

ている。出土した小判は、嚢棺内の目張りの役目を果たす漆喰(牡蛎灰)下面から嚢底面にかけ

て、銭とともに火葬骨と混在しており、火葬骨を納骨しながら銭と小判が交互に納められた状

況を示している。なお、小判は火葬骨にまだ、熱が残っている時に納めたためやや変形し、銭は

遺体とともに火葬した銭を茶毘所で採集したため変形して融着している。このほか下段台座の

穿孔された SK001から寛永通賓 1枚、床石及び階段石の下面やSK005から寛永通賓7

枚が出土している。嚢棺と下段台座から出土した以外の銭は墓前供養の際の奏銭と考えられる。

小 判 副葬されていた小判 12枚の大きさには個体差があり、表裏の極印打ちなどの特徴から、慶
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長小判と認められる。慶長小判は、明治元年4月14日付けの大総督府による江戸金座封印ま

での鋳造高を記録した『鋳造高調書 内国金貨幣表一』によると、関ヶ原の役後の慶長6年

(1601)には幕府としての通貨として定め、元禄8年(1695)の金銀改鋳にともなう新貨幣との

引替までの 96年間の長期にわたって使用された貨幣である。ただし、通用停止は元文 3年

(1738)としていることから実際には 140年近く通用していたようである。規定量呂は4.76匁

(1匁は3.75g)で、一両は 17.73g、規定金品位は初期の鋳造小判で52.2匁(金純度84.29%)、

寛永から延宝期以降が50.7匁(86.79%)で、年代が下るとともに金品位が高まるとされている。

鋳造高は 14，727，055両である。出土した小判の重量は、最大と最小の重量差は0.218g、平

均重量は 17.724gとおよそ規定量目を満たしており、個々の大きさには個体差がある。表面

の莫産自は荒い 1 ・ 2 、細かい 3~11、この中間の 12 と大きく 3 種類の違いが認められるも

のの、さらに細分され 1より 2が荒く、 3~11 の中でも 3 ・ 5 ・ 9 は他に比べて粗い。貨幣収

集家の間では、この莫産自の相違から 1・2を江戸座、 3~11 を駿河座、 12 を京座と呼称す

る見解があるが根拠は明確ではない。いず、れの小判も通用頻度の高さを示すかのように莫藍日

や極印が浅く不明瞭になっており、特に 3・5・8は著しい。また、 6と8、10と11の桐紋

や花押、文字の書体や大きさに類似性が認められるものの、細部では異なっており 12枚全部

が異なる極印を使用していることから金座や鋳造時期の違いとして理解される。裏面には金座

年寄役筆頭印と吹付棟梁印があり、判読可能な文字は金座年寄役筆頭印が lが「さ」、 2が「九」、

3が「松」、 4が「大j、6が「波J又は「沼j、 7が「上」、 8が「甚」で 5・9・10・11は不明であ



る。吹付棟梁印は 1が「仁」、 2が「きj力、 3が「半」力、 7 が「上J である。さらに、直径が 1~

2mm内外の小さい両替印は、 2の3個から 9の37個まで個体差があり、文字や数字、記号

となっている。各小判の両替印数と判読可能な印は、 1が4個で「二」・「キj・「ムjと記号、 2

が3個で「サ」と 2個の記号、 3が6個で全て記号、 4が8個で全て記号、 5が13個で「二」・

「三」・「五」・「十J以外は記号、 6が6侶で「二j・「ムJ以外は記号、 7が 11個で「二J・「上」・

「北」・ I@J以外は記号、 8が8個で「二J以外は記号、 9が37個で「ニj・「七J・「市J以外は大半が

記号、 10が11個で「キ」・「つ」・「久j・「ムJ以外は記号、 11が12個で「三」以外は記号、 12が

5個でIOJ・IOJ. Iく>Jと記号で、「二j ・「三」が多いが全てに共通する両替印はない。なお、

小判 12枚の表裏面の極印や莫産自には部分的には酸化鉄(ベンガラ)を主成分とする天然水銀

朱の色彩が残っている。また、小判には財布などに入れて持ち運びされた際に生じる折れ曲り

の痕跡が認められ、 2・7・8に顕著である。いずれもある程度市場で通用していたものを入

手し、副葬したことを裏付けている。各小判の金属組成は、平均の金銀含有率は 86.252: 

12.298の数値を得ているが個体差があり、組成の主体となる金と銀のほかに不純物を含んで

おり、含有率は個体によって異なる。金と銀を精製し、合金する過程では既に不純物を含んで

いるが、さらに小判の光沢を出すため薬品によって磨く「色揚げJと称する工程の記述も『金位

井金吹方手読書』にあることから、金と銀以外のさまざまな不純物が含まれる余地は多分にあ

る。また、測定条件や測定箇所によっても多少の変動を生じるため、その数値をもって当時の

配合比を明確にし、鋳造初期と改定後の小判を区別する事は困難といえる。小判個々に含まれ

ている不純物の割合の違いは金座・鋳造時期・原料・精製方法などの違いが起因すると思われ

る。金の割合は、 3・12がおよそ 84%台、 1・2・5・6・7・8・10・11は86%台、 4・9が

87 %後半の数値を示すが、この品位を目指して鋳造したか否か確証はない。

嚢棺から出土した銭は、寛永通賓21枚(23点)と皇宋通賓 l枚で、被熱による変形、溶解が 銭 貨

著しい。寛永通賓は、比較的遺存状態の良好な字体から、いわゆる「古寛永Jで、寛永 13年

(1636)以降、万治 2年(1659)までの 23年間の鋳造銭である。寛永 13年の鋳造開始時には江

戸浅草と芝に銭座が置かれたが、翌 14年には水戸・仙台・吉田・松本・高田・長門・備前・

豊後の 8箇所の銭座が新たに設けられている。文字の大きさや字体の特徴から 1・9と7・

10・11・15・17とそれ以外の 3種類とに大きく分類可能であるが、さらに細分される可能

性がある。皇宋通賓は、北宋の賓元元年(1038)に初鋳された銭で、出土した皇宋通賓は融着

した寛永通賓とともに出土した。嚢棺以外から出土した銭は 7枚で、すべて寛永通賓である。

下段台座に埋納された23は、「古寛永」で、字体や大きさは嚢内から出土した 1・9と同種で

ある。このほかはいずれも奏銭と思われる銭で「古寛永」のほか、寛文8年(1668)から天和 3

年(1683)までの 16年間に江戸亀戸で鋳造された「新寛永」や元文4年(1739)以降に鋳造された

鉄製の寛永通賓が出土した。

1次調査で出土した鉄製品は、 SK003からの出土が大半を占め、埋納された嚢棺内部か 鉄製品

ら12点、費棺周囲などに敷かれた木炭層から 2，909点、玉垣の柱下面から 44点、合計2，953

点の鉄製品を数える。この鉄製品の器種は多様で、板金具・平鎧・釘・煽止・引手環・丸環・

壷金・釘・模などがある。模以外はいずれも焼損しており、折れや歪みが認められる。板金具

は、幅5.6cm前後と 3.0~3.3cmの大小 2 種類の製品があり、大型の製品には連続する窓が明け

られているものの、具足や太刀静または調度品などに施される透かし彫りなどの彫金は認めら

れない。また、板縁辺部の折り返しも単調で装飾性は認められない。縁辺には平丸頭釘が遺存

していることと弧状に湾曲していることから、欄干の手摺りなど棒状を呈する木材に打ち付け
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木製品

ていたと考えられる。乙の対象となる木材の直径は、製品の湾曲度から大型は 4~ 5cm内外、

小型は 3cm前後である。平鎚と煽止は向一製品が各2個体、引手環は大小各 1点、丸環は大型

が5点、小型が 1点がある。引手環は仙台藩伊達綱宗墓所と岡山藩池田忠雄墓所から駕篭金具

として、また 7点の丸環は長岡藩牧野家墓所では棺金具、伊達政宗墓所では駕篭金具に接続し

て出土している。壷金は丸環や煽止に接続するものなど21点が出土しており、引手環に接続

する大型のものと、丸環に接続する小型のものがあり、さらに煽止に接続している環部がP字

状を呈する製品がある。釘は、形状が判明する製品として、合釘が7点、巻頭釘が59点、切頭

釘が707点、平丸頭釘が25点出土している。平丸頭釘は基部から脚部の形状により鋲となる

製品も含まれており、板金具に接続して出土している。いずれの鉄製品も棺に付属する製品が

含まれているが、これ以外の調度や箱などの家具を特定できる製品はない。なお、合釘、切頭

金T、平丸頭釘などの小型の釘は、錆や焼損が少ない特徴をもっ。

2 次調査では鳥居跡、門跡、柵~lJ跡や表土などから合釘 1 点、巻頭釘 7 点、切頭釘 24点、

平丸頭釘4点、丸頭鋲 1点、模6点、縁金 1点、棒2点、針 1点、蝶板2点が出土している。

特に鳥居跡や門跡の柱痕跡から出土した木質部の付着した釘類は建物に伴うと想定できる。

木製品には木蓋、数珠、煙管の羅宇がある。木蓋は、奮棺口縁部の検出時には木製や金属な

どの蓋は確認されず、また嚢棺の外面頚部の一部には日張の牡蛎灰が付着していたことから布

か紙の蓋と予想されたが、警棺の内部に崩落した木炭と粘土の下面から出土したものである。

蓋の全体形は円形で、残存している形状からー木造と推測される。遺存状態が悪く樹種は特

定できない。数珠は墓坑から 20点出土しており、いずれも炭化して小片となっているが、 2

種の形態が認められる。煙管の羅宇も炭化しており、一部には銅製の筒が巻き付いていた。

布製品 布製品は墓坑から炭化した織物繊維が 1点出土している。

遺

瓦 瓦は 1次調査で20点、 2次調査で6点出土しているが、 2次調査で出土した瓦は明治以降

骨
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の瓦である。 1次調査で出土した瓦の大半は基壇内の墓坑や整地土の砂磯層から出土しており、

割口が摩滅した嬬瓦の小片である。瓦当文様が遺存しているのは蕨手唐草広四葉文の軒平瓦 1

点だけである。この文様は盛岡城跡や花巻城跡から出土しており、盛岡城跡ではilla期にとも

なう瓦(分類番号2123)とて分類している。 illa期とillb期は、寛永 13年(1636、10・11年

説有)の盛岡城の本丸火災時の焼土層を境としており、蕨手唐草広四葉文の軒平瓦はこの焼土

の下層(illb層)から出土することが判明している。なお、 illb期は盛岡城の二の丸西側に石垣

が積まれ、内曲輪が完成する時期にあたり、およそ 17世紀中葉から後葉に位置づけられる。

重直の遺骨は、嚢棺の底部から 1/3に納められていたが、火葬に付されたとしても大人 1

人の遺骨としては少量である。このことは、火葬後に収骨できた大きな遺骨だけを費棺に納め

たためで、収骨しきれなかった遺骨は棺などの燃やした付属金具や木炭とともに費棺の外に埋

めている。木炭層の火葬骨は、細片となっており最大の長さが 5~6cmであることから意図的

に細かくされた可能性も否定できない。また、歯骨以外のほぼ骨格全体の部位が認められた。

重直の歯骨は源秀慌の歯骨とともに高野山に納める旨が『雑書~ (寛文4年 11月29日条)に

記述されており傍証された。

このほか縄文土器、平安時代の土師器・須恵器は、いずれも墓坑や基壇内埋土となる砂蝶層

に混入していた遺物である。この砂礁は、低位段Eや氾濫源に堆積する土で、墓所が所在する

丘陵以外から搬入されたものである。なお、盛岡城が築造された丘陵には古代の集落が営まれ

ていることなどから搬入元の候補のひとつとして挙げられるものの、特定はできない。いずれ

重直と縁りがある場所から搬入されたことが想定できよう。



4. 南部家の葬礼

今回の調査成果で特筆すべきこととして、重直は火葬で貨幣だけが副葬されていたことがあ 葬 法

げられる。重直の葬法に関しては「灰寄Jの記述が『吉凶諸書留 御凶事一~ (盛岡市中公民館

蔵)にあることから火葬と予見されていたが調査により確認された。また、重直の葬礼に際し、

その方法は南宗院殿 (2代利直)にならい、さらに重直逝去の前年に亡くなった源秀院(重直母)

の葬礼に際しでも「御茶毘」の記述も『吉凶諸書留御凶事一』にあることから、火葬は当時の

南部家の通例の作法として行われていたようである(重直葬礼の際に聖書寺に寄進した遺品は、

『内史署前二十』、葬礼の配役は『女鹿氏覚書』に記述がある。また、火葬の際の御導師や各

寺の住持、役人の配置や茶毘(裡柴)堂の様子は、 11代利敬の『南部利敬御葬送場所銘々詰所絵

図』に描かれている)。

重直の後継藩主4代重信は延宝 7年(1679)に早池峰祭礼に際し、毎年 2月から 8月まで火

葬を禁じ (W雑書』延宝7年4月29日条)、翌年には盛岡八幡宮の社殿を造営するなど (W雑書』延宝

8年2月17日条)、以後城内や城下に神社を勧進し尊崇が高まっている。さらに、元禄13年(1700)

には城下の神社と人家近くでの火葬を禁じ、新たに設置した2カ所の火葬場に制限した(W雑書』

元禄13年11月4日条)。それまでの仏式崇拝を重視していた盛岡藩(南部家)が神式崇拝と強

く結び付いて葬礼の作法にも影響した事が当時の家老席日誌である f雑書』などから窺える。

元禄 15年(1702)に重信が逝去するが、その葬礼に際しては重信自らの生前の指示により土

葬で埋葬されており、以後の藩主の大半が土葬で埋葬されている事が古文書の記述から知るこ

とができる。墓石は光雲院を除き、中世から南部家が踏襲してきた五輪塔の形式が重信以降の

藩主や室の墓石すべてが弧頭の方柱塔に変わっている。このことから、延宝から貞享年間に民

衆を含めた盛岡藩に葬法の変換点があったと想定できる。この神式崇拝を受容する背景として、

この頃、毎年の如く続く飢鍾・洪水・地震、岩手山噴火などの天災や家督相続に際しての減封

措置、家督争議などの政情に対する不安解消が要因のーっとして上げられるが、既に土葬の葬

法が確立されている他の大名家など、全国的な習俗に合わせたとみることもできる。

副葬品として慶長小判や寛永通賓の貨幣がある。鋳造初期に小判を所持で、きたのは将軍や大 副葬品

名格であり、商人や町人にとって縁遠い存在であったものが重直の亡くなった寛文4年頃には

商人相手の市場を中心に、ある程度通用していたと思われる。藩主の墓に副葬された背景には、

全国的な傾向とも符号することであるが、頻繁に起きる大小の飢鍾や幕府の普請手伝いによっ

て困窮する以前の豊かな藩財政を裏付けており、盛岡城下の人的交流や物心の整備にともなっ

て流通経済が活性化し、貨幣制度が確立しつつあったことを小判の両替印は示唆している。

近年、大名家墓地の調査が実施されており、調査の契機は改葬にともなうものが主であるが、 大名墓の調査

重直や伊達家のように墓所の修復を原因とするものもある。調査伊!としては、高野山弘前藩津

軽家、仙台藩伊達家、米沢藩上杉家、長岡藩牧野家、沼津藩水野家、名古屋藩徳川家、高遠藩

内藤家、館林藩榊原家、岡山藩池田家などがあげられる。津軽家、伊達家、上杉家、牧野家、

池田家の例を除いては、遺骨の人類学的調査が主体で考古学的調査はなされていない。発掘調

査を伴う改葬事例としてみると南部家のほか、港区芝増上寺の徳川将軍家、牧野家、津軽家、

伊達家、上杉家、池田家などであるが、古くに改葬がおこなわれた尾張徳川家などのように改

葬されているものの、未調査の墓所が多いのも実情である。
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金貨の副葬

jjilJ葬埋数
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大名家の墓所に副葬された金貨は重直墓所以外では、伊達政宗墓所に副葬された慶長一分金

3枚、 3代綱宗墓所の賓永小判 10枚、牧野家6代忠敬墓所の元文一分金 3枚と 7代忠利墓所

の元文一分2枚の 3大名家、 5被葬者が知られているだけである。大名家以外の墓所の出土例

では、港区安蓮社に埋葬されている禄高 1，200石の旗本三井家 10号墓(4名の改葬墓)から慶長

一分金 2枚などが出土している。このように金貨の出土は高禄の被葬者に限られており、両替

印などからいずれも市場で通用していた金貨を副葬している。

改葬された墓所や調査された墓所数からみると、金貨の副葬はわずかな比率である。しかし、

幕府は寛保2年(1742)4月16日付けで、「世上葬礼の前、金銀銭ハ六道銭土中江埋捨候事、無益

之儀ニ候、然共俗営之儀急ニ難相止可有之ニ付、其所之寺院ヨリ右無益之道理、寄々旦方江節

聞セ、向後土中江埋候事為相止候積ニ候、右之通町々江申問、相止候様可相心得候Jとする通達

を出しており、金貨を墓所に副葬することを禁じている。 (W正宝事録』第 3巻)、このことから金

銀貨が六道銭として認識されていた事が窺えるとともに通達の対象が金銀貨を副葬できる財力

をもっ大名・旗本などの武士や財力を持つ商人とともに庶民にも及んでいる事が推測できる。

言い換えれば、金銀銭貨の副葬が幕府に聞き及ぶほど大名から庶民まで六道銭の習俗のもとに

広く行われていた事を示しており、埋葬による金銀銭貨の欠乏を危倶したものと理解できるが、

通達後に埋葬された牧野家墓所の例が示すようにさほど効果はなかったようである。

副葬された貨幣の枚数をみると、東京都に所在する護昌寺跡、園磨寺跡、寛永寺護国院、さ

らには盛岡市の館遺跡の墓所調査が示すように 6枚やその倍数にあたる 12枚や 18枚の出土例

があり、副葬する際に枚数を意識したとみる事が可能である。大名や高禄の武士の墓に副葬さ

れていた小判や一分金などの金貨は通貨として江戸時代を通じて最高級の額面をもっ貨幣であ

ることには変わりはなく、あくまで庶民の貨幣ではない。このような高額な貨幣が副葬された

事に高禄な武士としての大名墓の特質が指摘できる。副葬されていた貨幣の枚数が6やその倍

数にあたる事実は六道銭の延長上で捉えられるものであろう。

埋葬方法をみると、将軍家や伊達家、牧野家、池田家の墓所のように既に 17世紀中頃以前

には石榔の内部に木棺を納める墓制が確立されおり、埋葬も土葬に賦され、武家の象徴である

鎧・太刀などの武具や生前に愛用された華麗な調度品類が副葬されることに近世大名としての

特色がある。

南部家の場合、中世から 17世紀中頃までの葬礼にあたっては、基本的に墓石は五輪塔で、

火葬に付された遺骨には華麗な品は副葬されない習俗が踏襲されたもので、重直もそれまでの

南部家の葬礼方法と同じく火葬にされ、墓坑に嚢棺を埋納する形式で埋葬されたのであろう。

重直の葬礼でも五輪塔や埋葬方法など中世墓の形式を色濃く踏襲した南部家の伝統と六道銭の

風習がおこなわれたと想定できるが、後継藩主である重信から土葬に付されていることから

(W雑書』元禄15年6月23日条)、重直の葬法は南部家の葬礼のちょうど過渡期として捉える

ことができる。

盛岡城跡やその城下に残る近世の多くの遺跡は、現在の街並と重複することもあって、現在

の都市景観に深く融み、日常的に市民と触れ合う機会も多い。死者の埋葬は人の営みが始まっ

てから連綿と続いている行為で、藩政時代の治世者であった藩主の墓所も被葬者・送葬者の階

層と社会情勢を端的に反映している。このような多くの遺跡や埋葬年を特定できる墓所が語る

多くの資料は歴史復元の貴重な情報源であることから、盛岡の成り立ちを考える上で欠くこと

のできない貴重な遺産といえる。(文責似内啓邦)
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1996.1 0.1 第1次
しゅうじゅぜんじ いわてけんもりおかし

42' 09 ' 22.5ぱ 墓所調査~ 
聖寿禅寺 岩手県盛岡市

58// 14 " 1997.1.16 03201 
なんぶけぼしょ うえだあざきたやま

真北方向角。o12' 17" 1997.11.4 第2次 墓所調査補足
南部家墓所 上田宇北山地内

基壇中央 ~12.5 237.4m (範囲確認)

所収遺跡名 種 53lJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

第 1次 淘磁器

石坑l基 鉄製品(釘等、鉄津)

土坑l基 銅製品

墓坑1基 木製品(蓋、数珠、煙管)

石製品

布製品

しょうじゅぜんじ 貨幣(小半Jj、銭等)

聖寿禅寺 耳、土器(縄文・平安時代)等 人骨(火葬骨)
墳 墓 近 世

なんぶけぼしょ 第 2次 陶磁器

南部家墓所 御霊屋跡l棟 鉄製品(釘等、鉄津)

鳥居跡3棟 石製品

門跡2棟 貨幣(銭等)

柵列跡8条 瓦

土坑3基 土器(縄文・平安時代)等

溝跡1条

参道跡3条等

74 
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南部重直墓所全景

修復後の墓石

(南から)

2次調査全景

(南から)

2次調査全景

(南東から)



下段台座

S KOOl石坑

SKOOl 

(南東から)

SKOOl土層

(南東から)

SKOOl 

(西から)



床石・下段台座下面

S K002土坑

花開岩層全景

床石・下段台座

撤去後全景

(南から)

S K002 

(南東から)

花闘岩層全景

{王包身、~\ f:二¥



S K003墓坑出土

聾棺検出状況

SK003 

嚢棺検出状況

(南から)

翌棺検出状況

(南東から)

費棺検出状況



S K003墓坑

階段全景

S K003全景

(南から)

SK003土層

(南から)

階段全景

(南から)



S 8002・003

鳥居跡全景

S B002・003

(北から)

S B002・堀方2

(東から)

S B003・堀方2
f商九 h¥



S B004 

鳥居跡

S B005・006

門跡全畢

S B004 

(北西から)

S B005・006

(北から)

S B005・006
(?，n主甘品、「、



墓石の解体状況

地下レーダー

探査の状況

墓石解体

(商から)

地下レーダー探査

(南東から)

発掘調査状況
，-ド1. .'事、



聾棺内部の状況

及び肩額

喪棺内部の

遺骨等出土状況

重直の遺骨

御霊屋肩額

右:梧雲殿(利謹)

左:霊承殿(利済)



出土陶磁器
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出土鉄製品 (2)
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出土木製品及び布製品
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